
古紙配合率 100％再生紙を使用しています

　
　

優
し
い「
人
」と「
風
土
」が
育
て
た

　
　

能
登
町
産
の
お
い
し
い「
新
米
」。

「広報のと」は古紙配合率 100％の再生紙を使用し、環境に優しい大豆インクで印刷しています。
10月号の印刷費は一部当たり 30円です。
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ハ
ッ
ピ
に
タ
ス
キ

も
う
一
人
前
の

キ
リ
コ
人に

ん
そ
く足
で
す
。



今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。

今
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

3.258.28

災
害 

に 

備
え
る

特集

　

平
成
19
年
７
月
16
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
は
、
能
登
半
島
地
震
か

ら
の
復
興
途
中
に
あ
る
わ
た
し
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
新
潟
県
中
越
地
震

か
ら
わ
ず
か
2
年
9
カ
月
で
中
越
地
方
は
2
度
の
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
の
で
す
。

　

台
風
・
大
雨
な
ど
地
震
の
ほ
か
に
も
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
災
害
の
知
ら

せ
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
、
頻
繁
に
上
陸
す
る
台
風
、
局
地
的
に
大

量
に
降
る
雨
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、「
防
災
」
の
意
識
を
さ
ら
に
高
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
編
集
協
力
＝
奥
尻
町
役
場
総
務
課
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▲今月の表紙
　今年で 18 回目を迎えた宇出津新町
商店街の歩行者天国が 9月 15 日に行
われました。商店街ではしらさぎ・ひ
ばり保育所の園児が元気よくキリコを
担ぎ、イベントを盛り上げました。
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①
地
震
へ
の
備
え

あ
の
日
の
記
憶
が
風
化
す
る
前
に

能
登
半
島
地
震
か
ら
６
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
７
月
に
発
生
し
た

新
潟
県
中
越
沖
地
震
は
能
登
町
で
も
震
度
５
弱
を
観
測
、
大
地
震
は

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
本
当
に
わ
か
り
ま
せ
ん
。

中
越
沖
地
震
で
震
度
5
弱

　

７
月
16
日
、
震
度
5
弱
の
強
く
長

い
揺
れ
が
復
興
途
中
の
能
登
町
を
襲

い
ま
し
た
。「
余
震
じ
ゃ
な
い
。
ま

た
能
登
に
大
き
な
地
震
が
来
た
」
と

誰
も
が
思
い
、
家
の
外
や
机
の
下
に

避
難
し
ま
し
た
が
震
源
地
は
能
登
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

震
源
地
は
新
潟
県
中
越
沖
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
は
６
・
８
、
柏
崎
市
や

長
岡
市
な
ど
で
震
度
６
強
を
観
測
し

ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
と
同
じ
く

活
断
層
型
の
地
震
で
あ
り
、
中
越
地

方
は
平
成
16
年
10
月
の
新
潟
県
中
越

地
震
以
来
、
わ
ず
か
2
年
9
カ
月
で

再
び
大
地
震
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

余
震
も
収
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期

で
も
あ
り
、「
大
き
な
地
震
は
し
ば

ら
く
来
な
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い

た
人
も
た
く
さ
ん
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
今
回
の
よ
う

な
活
断
層
に
よ
る
地
震
が
、
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
再
び
全
国
に
知

ら
し
め
た
の
で
す
。

心
の
防
災
を

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」
と
い
う
時
代
は
過
ぎ
、「
災

害
は
忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て
く

る
」
時
代
と
い
わ
れ
ま
す
。
自
然
災

害
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。
そ

の
た
め
に
大
切
な
こ
と
が
「
心
の
防

災
」、
つ
ま
り
日
ご
ろ
の
防
災
意
識

で
す
。
能
登
半
島
地
震
の
経
験
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
防
災
意
識
の
向
上

に
努
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

【
中
越
沖
地
震
の
能
登
町
被
害
状
況
】

●
震
度　

5
弱
●
被
害
総
額　

2
億

6
４
７
４
万
3
千
円
●
道
路
被
害　

6
カ
所　

●
農
地
被
害　

８
カ
所
●

農
業
用
施
設　

22
カ
所

災
害
時
に
必
要
な
も
の
の
一
つ
は「
情
報
」で
す
。

正
確
な
情
報
を
迅
速
に
把
握
す
る
た
め
の
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
も

大
切
な「
防
災
」と
い
え
ま
す
。

「
緊
急
地
震
速
報
」で
強
い
揺
れ
に
備
え
る

消防署からの情報が、あなたの携帯電話に届く

「防災メール」に登録しよう

台
風
や
大
雪
、
津
波
な
ど
の
警

報
や
避
難
通
知
、
地
震
速
報

な
ど
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

す
る
「
能
登
町
防
災
メ
ー
ル
」
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
す
る

と
、
消
防
署
か
ら
の
災
害
情
報
な
ど

が
あ
な
た
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
届
き
ま
す
。

■
登
録
は
無
料

　

ｅ

－

メ
ー
ル
が
受
信
で
き

る
端
末
で
あ
れ
ば
誰
で
も
無

料
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
通
信
費
用
は
利
用
者

負
担
）。
メ
ー
ル
の
配
信
を
受

け
る
に
は
、
能
登
消
防
署
で

の
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
最
新
の
気
象
情
報
を
随
時
配
信

　

メ
ー
ル
は
毎
月
1
日
の
定
期
配

信
の
ほ
か
、
災
害
発
生
時
や
警
戒

時
に
気
象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど

を
随
時
配
信
し
ま
す
。

問
能
登
消
防
署
☎
62

－

０
４
９
２

災害用伝言ダイヤルで家族の安否を確認

「171」は声の伝言板

災害用伝言ダイヤルとは、地震、
噴火などの大規模な災害の発

生により、被災地への通信が増加
しつながりにくい状況になった場
合に提供が開始される声の伝言板
です。
　毎月 1日には災害用伝言ダイヤルが体験できるよ
うになっています。ぜひ一度体験し、利用する場合や
利用方法などについて家族で話し合いましょう。

〈災害用伝言ダイヤル 171 の利用方法〉

　171 をダイヤルし、利用ガイダンスにしたがって
伝言の録音、再生を行います。

に
自
分
の
知
り
た
い
情
報
は
わ
ず

か
数
秒
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
地
震
に
つ
い
て
時
間
が
な
く
て

も
、
津
波
に
対
す
る
準
備
時
間
は

あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
予
想
で

す
が
、
能
登
半
島
東
方
沖
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
津
波
が
能
登
町
へ

到
着
す
る
最
短
時
間
が
約
9
分
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
58
年
に
起
き
た
日
本
海
中

部
地
震
で
は
、
震
源
地
の
秋
田
県

沖
か
ら
約
2
時
間
で
内
浦
地
区
の

沿
岸
に
数
十
㎝
の
津
波
が
押
し
寄

せ
ま
し
た
。
松
波
漁
港
の
海
水
が

巨
大
な
渦
を
巻
い
て
引
い
て
い
っ

た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
幸
い
津
波
に
よ
る
被
害

は
最
小
限
で
済
み
ま
し
た
が
、
津

波
と
い
う
も
の
は
恐
ろ
し
い
も
の

だ
と
肌
で
感
じ
た
地
震
で
し
た
。

　

津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

「
避
難
」
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

津
波
か
ら
避
難
す
る
高
台
（
津
波

緊
急
避
難
場
所
）
ま
で
の
経
路
や

家
族
が
集
合
す
る
指
定
避
難
場
所

な
ど
を
話
し
合
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

大
規
模
災
害
で
は
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
連
携
が
大
切
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。「
自
助
」
と
は
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
。「
共

助
」
と
は
お
隣
さ
ん
同
士
が
協
力

し
て
地
域
で
地
域
を
守
る
こ
と
。

そ
し
て
「
公
助
」
は
行
政
機
関
や

公
共
企
業
の
応
急
対
策
活
動
で

す
。
災
害
時
は
こ
の
３
つ
の
連
携

が
重
要
で
す
が
、
防
災
の
基
本
は

ま
ず
自
助
、「
自
分
の
安
全
は
自

分
で
守
る
こ
と
」
な
の
で
す
。

平成 5年 7月 12 日午後 10 時 17 分に奥尻島を襲った
北海道南西沖地震では、地震発生から数分後に津波の
第 1波が来襲した。津波は何度も来襲し、高さは最高
で 29m以上。集落は一瞬で壊滅的な被害を受け、多
くの命が失われた。

坊谷文治  
能登消防署長

海
に
囲
ま
れ
た
能
登
半
島
で

最
も
警
戒
す
べ
き
災
害
が「
津
波
」

写真提供・共同通信社

写真提供・毎日新聞社

「
緊

急
地
震
速
報
」
は
震
源
に
近
い

観
測
点
で
地
震
を
検
知
し
、
直

ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
な
ど
を
推
定
し
て
、
強
い
揺

れ
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報

で
す
。
こ
の
情
報
を
聞
い
て
、
強
い
揺
れ
が
始

ま
る
前
に
防
災
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
地

震
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
の
情
報
提
供
か
ら

強
い
揺
れ
が
始
ま
る
ま
で
は
、
長
い
場
合
で
も

数
十
秒
程
度
で
あ
り
、
震
源
に
近
い
と
こ
ろ
で

は
情
報
の
提
供
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る

な
ど
の
技
術
的
な
限
界
が
あ
り
ま
す
（
能
登
半

島
地
震
の
と
き

は
、
速
報
の
提

供
か
ら
強
い
揺

れ
ま
で
の
時
間

は
5
秒
程
度
で

し
た
）。

　

気
象
庁
で

は
、
こ
れ
ら
の

限
界
を
踏
ま
え

て
、
緊
急
地
震

速
報
を
地
震
被

害
の
防
止
軽
減
に
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
「
利
用
の
心
得
」
を
周
知
し
、
10
月
1
日

か
ら
一
般
へ
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

 

緊
急
地
震
速
報
「
利
用
の
心
得
」

家
庭
で
は･･･

頭
を
保
護
し
丈
夫
な
机
の
下

な
ど
に
隠
れ
る
。
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び

出
さ
な
い
。

自
動
車
運
転
中
は･･･

あ
わ
て
て
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
な
い
。
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点

灯
し
、
揺
れ
を
感
じ
た
ら
ゆ
っ
く
り
停
止
。

鉄
道
・
バ
ス
乗
車
中
は････

つ
り
革
、
手

す
り
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
る
。

人
が
大
勢
い
る
施
設
で
は･･･

係
員
の
指
示

に
従
う
。
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
あ
わ

て
て
出
口
に
走
り
出
さ
な
い
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は･･･

最
寄
り
の
階
で
停

止
さ
せ
す
ぐ
に
降
り
る
。

屋
外（
街
）で
は･･･

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
な

ど
に
注
意
。
看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の

の
落
下
に
注
意
し
ビ
ル
の
そ
ば
か
ら
離
れ
る
。

山
や
が
け
付
近
で
は･･･

落
石
や
が
け
崩
れ

に
注
意
。

速報画面イメージ（NHK資料）

8月 31 日に配信された土砂災
害の注意を呼びかけるメール

災害用伝言
ダイヤルセンタ

被災地

避難所
その他
の地域

録音 再生

録音再生

10
月
1
日
か
ら
、「
緊
急
地

震
速
報
」
の
提
供
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
当



〈会場で体験できる訓練など〉
・避難訓練
・消火器を使った初期消火訓練
・バケツリレー消火訓練
・煙体験ハウス設置
・非常食の試食
・災害伝言ダイヤル体験
・防災パネル、防災グッズ展示　など
※ほかにも消防団や関係機関のさまざまな訓練を
見学できます。
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②
大
雨
へ
の
備
え

未み

ぞ

う

曽
有
の
豪
雨
が
能
登
町
を
襲
っ
た

8
月
28
日
に
能
登
町
を
集
中
的
に
襲
っ
た
豪
雨
は
、
各
地
で
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。地
震
で
地
盤
が
緩
ん
で
い
る
状
態
で
す
。

今
後
も
大
雨
や
台
風
に
は
厳
重
な
注
意
が
必
要
で
す
。

滝
の
よ
う
な
雨
が
襲
う

　

活
発
化
し
た
秋
雨
前
線
の
影
響
で

平
成
19
年
8
月
28
日
未
明
か
ら
降
り

出
し
た
雨
は
、
徐
々
に
激
し
さ
を
増

し
、
15
時
間
に
わ
た
っ
て
降
り
続
け

ま
し
た
。
最
も
降
水
量
の
多
か
っ
た

宇
出
津
地
区
で
は
1
時
間
当
た
り
の

雨
量
が
最
高
58
㎜
、
6
時
間
で

１
７
５
㎜
を
超
え
、
降
り
始
め
か
ら

の
雨
量
が
２
１
１
㎜
と
い
う
記
録
的

な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

被
害
総
額
４
億
５
千
万
円
超

　

こ
の
集
中
豪
雨
で
町
内
の
河
川
は

急
激
に
増
水
し
、
い
ず
れ
も
警
戒
水

位
を
超
え
ま
し
た
。
一
部
で
氾
濫
や

側
溝
の
水
が
溢
れ
、
床
下
浸
水
は
宇

出
津
地
区
や
松
波
地
区
を
中
心
に
１

２
６
軒
を
数
え
ま
し
た
。
道
路
の
決

壊
や
土
砂
崩
れ
も
相
次
ぎ
、
久
田
地

区
で
は
土
砂
崩
れ
に
よ
り
住
宅
1
棟

が
全
壊
し
た
ほ
か
、
通
行
止
め
は
23

カ
所
に
及
び
ま
し
た
。
8
月
31
日
現

在
で
能
登
町
の
被
害
総
額
は
4
億
５

６
２
０
万
円
。
そ
の
内
訳
は
道
路
や

河
川
な
ど
の
公
共
土
木
施
設
が
50
件

で
3
億
３
８
０
０
万
円
、
農
地
、
林

道
、
農
業
関
係
施
設
が
45
件
で
1
億

１
８
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
８
・
28
大
雨
被
害
の
状
況
】

●
被
害
総
額　

4
億
５
６
２
０
万
円

●
総
雨
量　

２
１
１
㎜
（
宇
出
津
地

区
）
●
時
間
雨
量
最
大　

65
㎜
（
神

野
地
区
）
●
道
路
被
害　

27
カ
所
●

河
川
被
害　

12
カ
所
●
橋
り
ょ
う
被

害　

1
カ
所
●
農
道
被
害　

22
カ
所

●
林
道
被
害　

8
カ
所
●
農
業
施
設

被
害　

9
カ
所
●
山
林
被
害　

6
カ

所
●
水
道
施
設
被
害　

2
カ
所
●
下

水
道
施
設
被
害　

な
し
●
学
校
施
設

被
害　

3
カ
所
●
農
地
冠
水　

31
・

８
㌶　

●
住
宅
被
害　

全
壊
1
棟
●

床
下
浸
水　

住
家
62
軒
、
非
住
家
64

軒
、
合
計
１
２
６
軒
●
自
主
避
難　

4
世
帯　
　
　
　

（
総
務
課
ま
と
め
）

1行延地内、九里川尻川に架かる柿
尾橋が決壊し、町道が寸断された
2宇出津塩谷寺参道の急傾斜ががけ
崩れ、土砂が民家裏の畑に流れ込んだ
3宇出津第 1トンネル前では上部の
住宅地から大量の雨水が流れ、側溝か
ら噴出した
4宮犬地内では、九里川尻川が決壊
し、道路や田んぼが広範囲にわたり水
没した
5宇出津の笹谷川では増水した川水
が道路に流出した

緩
ん
だ
地
盤
と
大
雨
、
警
戒
す
べ
き
土
砂
災
害

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表

土
砂
災
害
の
危
険
度
を
発
表

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
と
は
、
土

砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
場

合
に
石
川
県
と
金
沢
地
方
気
象
台

が
共
同
で
、
市
町
単
位
で
発
表
す

る
も
の
で
す
。
情
報
は
今
後
の
土

砂
災
害
の
危
険
度
や
降
雨
予
測
に

つ
い
て
、
警
戒
文
を
付
け
て
知
ら

さ
れ
ま
す
。

　

大
雨
警
報
発
表
後
に
発
表
さ

れ
、
市
町
の
防
災
活
動
や
避
難
勧

告
な
ど
の
判
断
を
支
援
し
、
住
民

の
自
主
避
難
の
判
断
に
も
活
用
で

き
る
情
報
で
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
確
認
で

き
ま
す
。

地
す
べ
り
は
対
象
外

　

こ
の
情
報
は
、
降
雨
の
状
況
か

ら
予
測
可
能
な
土
砂
災
害
（
土
石

流
や
が
け
崩
れ
な
ど
）
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
土
砂
災
害

は
そ
れ
ぞ
れ
の
斜
面
の
状
況
な
ど

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
個

別
の
災
害
発
生
箇
所
、
時
間
、
規

模
な
ど
を
特
定
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
技
術
的
に
予
測
が
困
難

な
地
す
べ
り
な
ど
は
発
表
対
象
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

前
兆
現
象
に
注
意
す
る

　

土
砂
災
害
に
は
土
石
流
・
が
け

崩
れ
・
地
す
べ
り
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ひ
び
割
れ
や
異
常
な
音
、
水

の
に
ご
り
な
ど
い
つ
も
と
違
う
前

兆
現
象
を
感
じ
た
ら
早
め
に
安
全

な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

12

345

地震後初めて、町をあげての防災訓練

能登町防災総合訓練
【日時】10 月 21 日㈰午前 8時～ 10 時
【場所】宇出津新港緑地公園

想定どおりの災害が起こることはまずありません。

それでも防災訓練は、災害の一つの形をわたしたちに体験させてくれます。

訓練しているからこそ、経験しているからこそ出来ることがあります。

能登半島地震後初めて開催される防災訓練に、ぜひ参加してください。

▼ 8月 31 日、能登町が警戒対象地域となり発表された第１号の情報



ま
ず
避
難
。
そ
れ
だ
け
で
助
か
る
命
が
あ
る
。
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避難場所は？避難経路は？
■指定避難場所

所在地 避難場所名 避難を要する地域

1 松波 能登産業技術専門校 恋路、坪根、松波（港町）、梅の木、
枇杷坂

2 松波 松波小学校 松波（港町を除く）、滝之坊、田代・
駒渡

3 松波 松波中学校 空林、雇用促進、九ノ里、上、宮
犬

4 布浦 内浦保育所 もちの木、布浦、比那、鹿泊
5 白丸 旧白丸小学校 立壁、四方山、白丸、長尾
6 越坂 能登勤労者プラザ 新保、越坂、明野、羽生
7 小木 能都北辰高校小木分校 東町、西町
8 小木 小木中学校 市之瀬、高瀬、高浜、三矢、庄崎
9 小木 小木小学校 下浜、新町
10 秋吉 秋吉公民館 九里川尻、秋吉、河ヶ谷、清真

11 不動寺 不動寺公民館 不動寺、十八束、山中満泉寺、
程谷

12 山口 願成寺 山口、行延
13 国重 国重集会所 国重

14 宇出津 消防防災総合センター 小棚木、大棚木、城山、城野町、
田ノ浦

15 宇出津 こどもみらいセンター 川原町、大橋組、梅ノ木、平体、
岩屋町、漆原

16 宇出津 しらさぎ保育所 小棚木、大棚木、昭和町、音羽町、
川原町

17 宇出津 宇出津小学校 中町、上町、大橋組、新村本町、
中島町

18 宇出津 老人憩いの家たなぎ荘 城野町、城山、田ノ浦
19 宇出津 宇出津公民館 大橋組、上町、仙人町
20 宇出津 雄志館（武道館） 崎山１～４丁目、四明ヶ丘、錦町

21 宇出津 能登町役場 中島町、三番町、新村浜町、中組、
桜町、浜小路、大竹町

22 宇出津 源平多目的集会所 源平
23 宇出津 大平集会所 大平
24 宇出津 能都北辰高校 辺田の浜、宇出津新港

25 崎山 ひばり保育所 崎山１～４丁目、天保島、天徳町、
酒垂町、横町、立町、上田町

26 崎山 山村開発センター 崎山１～４丁目、四明ヶ丘、本町、
大蔵町、酒垂町

27 崎山 能都体育館 崎山１～４丁目、天徳町、天保島、
浜町

28 藤波 能都中学校 錦町、四明ヶ丘、崎山１～４丁目
29 藤波 旧宇出津高校 辺田の浜、宇出津新港

30 藤波 藤波運動公園管理中央
センター 間島、辺田の浜、柳倉

31 藤波 屋内テニスコート 間島、辺田の浜、柳倉
32 波並 旧三波小学校 波並
33 波並 間島集会所 間島
34 波並 三波生活改善センター 波並
35 矢波 矢波地区集会所 矢波
36 猪平 猪平地区体育館 猪平
37 猪平 猪平地区集会所 猪平
38 鵜川 鵜川小学校 浜出町、桜台、桜木町
39 鵜川 鵜川中学校 神出町、天神町
40 鵜川 鵜川公民館 馬場出町、本町、栄町、大工町
41 鵜川 鵜川保育所 本町、栄町
42 七見 七見地区集会所 七見
43 七見 健康福祉の郷　なごみ 七見
44 小垣 能登町高齢者等活動施設 小垣
45 姫 姫交流センター 姫
46 姫 高倉公民館 真脇、姫
47 姫 高倉保育所 真脇、姫

③避難場所の確保

　自分の身を守るためには、危険を感じたら「避難」するしかありません。しかし、
いざ避難する際、家族と一緒に避難できるとは限りません。大規模災害が発生した
場合、津波緊急避難場所や家族が集まる指定避難場所に、どういう経路で避難する
かを家族と話し合っておくことが大切です。

（注）指定避難場所は上記のとおりですが、災害の規模や状況などによって他にも保育所、公民館、地区集会所、小・中学校、
屋外運動場、公園などを使用します。

所在地 避難場所名 避難を要する地域
48 真脇 真脇小学校 真脇、姫
49 真脇 真脇地区集会所 真脇
50 真脇 真脇ポーレポーレ 真脇、姫、羽生
51 羽根 国民宿舎うしつ荘 羽根
52 羽根 羽根地区集会所 羽根
53 小浦 小浦地区集会所 小浦

54 鶴町 神野公民館
（健康管理センター） 鶴町

55 鶴町 神野保育所 鶴町
56 鶴町 旧神野小学校 鶴町
57 宇加塚 宇加塚集落センター 宇加塚
58 藤ノ瀬 藤ノ瀬地区集会所 上藤ノ瀬、下藤ノ瀬
59 曽又 曽又多目的集会所 曽又

60 瑞穂 瑞穂公民館
（環境改善センター） 院内、西安寺、木住、八の田、町

61 瑞穂 旧瑞穂小中学校 院内、西安寺、木住、三田、豊ヶ丘
62 瑞穂 旧瑞穂保育所 院内、西安寺、木住、三田、豊ヶ丘
63 柿生地 柿生地区集会所 神道、吉谷、谷屋
64 本木 本木地区集会所 本木
65 武連 武連地区集会所 武連
66 爼倉 爼倉地区集会所 爼倉
67 宮地 宮地生活改善センター 宮地
68 宮地 旧宮地小学校 宮地
69 鮭尾 鮭尾多目的集会所 上鮭尾、下鮭尾
70 太田原 太田原地区集会所 太田原
71 柏木 柏木多目的集会所 柏木
72 柳田 柳田小学校 米山、野田、笹川、日詰脇
73 柳田 柳田公民館柳田分館 百万脇

74 柳田 野田コミュニティセン
ター 野田

75 柳田 重年集会所 重年
76 上町 上町公民館 上町、天坂、中ノ又

77 上町 上町地区生活改善セン
ター 上町、天坂、中ノ又

78 天坂 天坂集会場 天坂
79 笹川 笹川集会場 笹川
80 石井 石井集会場 石井
81 久田 久田農事集会所 久田
82 鈴ヶ嶺 鈴ヶ嶺集会場 鈴ヶ嶺、鴨川
83 鴨川 鴨川集会場 鴨川
84 国光 国光集会所 国光、鴨川
85 五十里 五十里集会場 五十里

86 小間生 小間生地区生活改善セ
ンター 小間生、桐畑

87 小間生 小間生公民館 小間生
88 合鹿 上町公民館合鹿分館 合鹿

89
五郎左ェ
門分 寺五生活改善センター 寺分、五郎左ェ門分

90 中斉 斉和多目的集会所 中斉、神和住
91 十郎原 十郎原集落センター 十郎原
92 長尾 上長尾地区集会場 上長尾
93 大箱 大箱集会所 大箱
94 黒川 岩井戸公民館 黒川
95 当目 岩井戸公民館当目分館 上当目、下当目、田代

96 当目 当目多目的研修セン
ター 上当目、下当目、田代

97 北河内 岩井戸公民館北河内分
館 北河内

■津波緊急避難場所
地名 避難場所名 標高（ｍ）

1 恋路 恋路集会所 10
2 恋路 ラブロ恋路 27
3 松波 松岡寺 20
4 松波 松波城址公園 24
5 松波 福祉センター屋上 13
6 松波 御坊山（平尻町） 25
7 松波 内浦庁舎横バイパス 20
8 松波 第 2八幡町 20
9 松波 石川サンケン内浦工場 15
10 布浦 もちの木団地 25
11 布浦 又多  斉宅横 18
12 布浦 鹿泊集会場 17
13 布浦 比那神社横 15
14 布浦 運動公園前バイパスの高台 20
15 布浦 白山神社高 15
16 九里川尻 少年自然の家 25

17 雇用促進住宅 火葬場跡地前 26

18 秋吉 清水寺前 12
19 立壁 立壁集会場 12
20 四方山 出荷場 10
21 白丸 松原幸雄宅上の畑地 13
22 白丸 高源寺の上の畑地 13
23 白丸 旧白丸小学校 12
24 内浦長尾 農民センター跡地 13
25 新保 小川水産倉庫向の畑地 12
26 新保 新保会館上の倉庫 12
27 新保 明野登り口 12
28 越坂 海洋ふれあいセンター前 12
29 越坂 旧日本海ホテル前道路 20
30 越坂 吹上登り口 23
31 市之瀬 西谷内勇宅上の空地 18
32 小木 日和山公園 26
33 小木 高瀬山 38
34 小木 旧小木幼稚園 23
35 小木 高瀬 3丁目駐車用地 20

地名 避難場所名 標高（ｍ）
36 小木 法融寺 18
37 小木 犬山灯台 22
38 小木 能都北辰高校小木分校裏 30
39 小木 下浜旧小学校跡地 10
40 白丸 菅原神社 200m先畑地 20
41 宇出津 宇出津小学校 9
42 宇出津 能都中学校 83
43 宇出津 鳳寿荘 92
44 宇出津 能都体育館 29
45 宇出津 山村開発センター 29
46 宇出津 老人憩いの家たなぎ荘 27
47 宇出津 雄志館（武道館） 85
48 宇出津 社会福祉協議会（旧宇出津保健所） 52
49 宇出津 ひばり保育所 30
50 宇出津 郷土館（遠島山公園） 27
51 宇出津 民俗資料館（遠島山公園） 27
52 宇出津 羽根万象美術館（遠島山公園） 27
53 宇出津 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ（旧ﾕｰｽﾎｽﾃﾙ併設施設） 32
54 宇出津 その他周辺の高台
55 鵜川 鵜川小学校 24
56 鵜川 能都産業空地 30
57 鵜川 健康福祉の郷　なごみ 17
58 鵜川 その他周辺高台
59 高倉 真脇小学校 16
60 高倉 縄文真脇温泉 22
61 高倉 真脇集会場前広場 12
62 高倉 国民宿舎うしつ荘 37
63 高倉 旧のと鉄道小浦駅 17
64 高倉 真脇ポーレ・ポーレ 40
65 高倉 姫団地 32
66 高倉 その他周辺高台
67 三波 屋内テニスコート 27
68 三波 健民テニスコート 33
69 三波 旧宇出津高校 33
70 三波 旧三波小学校 21
71 三波 その他周辺の高台

津波からの避難４つのポイント
①地震の揺れの程度で自己判断しない。
　揺れが小さくても津波が起きることがあります。

　小さい揺れでも、まず津波に注意しましょう。

②「津波がない」という俗説を信じない
　根拠のない俗説や思い込みで判断せず、テレビや

　ラジオ、行政からの正しい情報をつかみましょう。

③「遠く」よりも「高く」に
　すでに浸水が始まっているなど一刻を争うときは

　遠くの場所よりも高い場所へ。

④避難に車は使わない
　車で避難すると渋滞に巻き込まれて被害に遭う場

　合があります。避難は徒歩が原則です。



扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設
　事業費

災害復旧
　　事業費

積立金

人件費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他
（議会費・労働費など）

■歳出目的別決算額の構成■歳出性質別決算額の構成

繰出金等

その他

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

平
成
18
年
度

決
算
報
告

繰入金・繰越金
諸収入

その他（地方譲与税など）

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（使用料及び手数料など）

町税

181 億 6248 万円

依
存
財
源

自
主
財
源

あ
る
所
得
譲
与
税
な
ど
に
よ
り
７
２

９
５
万
円
の
増
と
な
っ
た
ほ
か
、
国

庫
支
出
金
に
つ
い
て
も
災
害
復
旧
事

業
に
よ
り
１
億
３
８
１
５
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
出
全
体
と
し
て
は
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
、
普
通
建

設
事
業
費
、
維
持
補
修
費
、
積
立
金

な
ど
が
減
少
し
、
災
害
復
旧
費
や
補

助
費
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
職
員
手
当
の
削
減
や
議

員
定
数
の
減
に
よ
り
１
億
７
６
６
５

万
円
の
減
、
公
債
費
は
昨
年
度
に
繰

上
償
還
を
実
施
し
た
た
め
１
０
億
５

５
３
８
万
円
の
大
幅
な
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
補

助
事
業
で
約
１
億
２
２
９
１
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
単
独
事
業
を

約
３
億
９
１
５
９
万
円
抑
制
し
、
約

２
億
６
８
６
８
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
維
持
補
修
費
に
つ
い
て

は
、
暖
冬
に
よ
り
除
雪
経
費
が
大
幅

に
減
額
と
な
り
約
１
億
９
５
３
０
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
災
害
復
旧
費
は
凍
上
災

害
や
豪
雨
災
害
に
よ
り
約
６
億
３
７

７
１
万
円
の
増
と
な
り
、
補
助
費
に

つ
い
て
は
、
町
単
独
補
助
金
の
一
律

20
％
削
減
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
の
公
債
費
償
還

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
負
担
金
の
増

に
よ
り
約
４
１
４
９
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

【財政用語解説】

自主財源：町税、分担金及び負担金、使用料、手数料、
財産収入、繰入金、諸収入など自主的に収入し得る財源

依存財源：地方交付税、国庫支出金、県支出金、地方
譲与税、地方債など、自主財源以外の収入

町税：町民税、固定資産税などみなさんが納めた税金

繰入金：町の基金からの繰入金 

諸収入：町税の延滞金など他の収入科目に含まれない
収入

地方交付税：地域間の税源の不均衡を調整し、すべて
の地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供でき
るようにするために、国が地方公共団体の一般財源と
して配分する税

国庫支出金・県支出金：各種事業に対する国・県から
の補助金など

町債：資金調達などのための長期借入金

人件費：議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員
給与、地方公務員共済組合負担金など

扶助費：社会保障制度の一環として、生活保護法、児
童福祉法、老人福祉法などに基づき、生活を維持する
ために支出される経費や各種扶助の経費

公債費：町債の元利償還金および一時借入金の合算額

普通建設事業費：道路、学校など公共用または公用施
設の建設事業に要する経費

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外
の消費的性質の経費の総称。臨時職員の賃金、需用費
（消耗品等）、役務費（郵便料、火災保険等の保険料等）、
備品購入費など

補助費：各種団体への補助金、奥能登クリーン組合や
宇出津病院への負担金など

繰出金等：一般会計と特別会計、または特別会計相互
間で支出される経費 平成 18年度

平成 17年度

18 億 1809 万円

構成
比
（％
）

11.
5

構成
比
（％
）

16.
2

10.
9

7.8
2.8
9.1

6.9

22.
4

12.
4

147 億 2379 万円

16 億 9576 万円

23 億 8699 万円

15 億 9925 万円

11 億 5592 万円

4億 1205 万円

13 億 3632 万円

10 億 985 万円

33 億 956 万円

12 億 3578 万円

35 億 3300 万円

25 億 6637 万円

15 億 7966 万円

12 億 3397 万円

6億 1275 万円

16 億 3601 万円

10 億 7101 万円

43 億 6499 万円

178 億 3354 万円

19.
8

14.
4

8.9

6.9

3.4

9.2

6.0

24.
4

7.0

平成 17 年度 構成
比
（％
）平成 18年度 構成

比
（％
）

147 億 2379 万円

178 億 3354 万円

25 億 3238 万円

7億 5691 万円

33 億 954 万円

11 億 9654 万円

9072 万円

17 億 6622 万円

24 億 7630 万円

1078 万円

13 億 8925 万円

1億 9716 万円

17.
2

5.1

22.
5

8.1

0.6

12.
0

16.
8

0.1
9.4
1.4

27 億 903 万円

7億 7346 万円

43 億 6492 万円

14 億 9941 万円

2億 8602 万円

17 億 2473 万円

27 億 4498 万円

3億 6028 万円

17 億 3845 万円

15 億 536 万円

1億 2690 万円

15.
2

4.3

24.
5

8.4

1.6
9.7

15.
4

2.0

9.8

8.4
0.7

平成 17 年度 構成
比
（％
）

■歳入決算額の構成

平成 18年度 構成
比
（％
）

17 億 744 万円
6億 2370 万円１億 2441 万円4億 5137 万円

72 億 7000 万円

11 億 9784 万円

7億 8805 万円

20 億 9450 万円

7億 4232 万円

149 億 9963 万円

4.20.8

3.0

48.
5

8.0

5.3

14.
0

4.8

11.
4

17 億 3587 万円

20 億 5665 万円

4億 2677 万円

9514 万円

75 億 1871 万円

10 億 5969 万円

7億 8858 万円

38 億 1170 万円

6億 6937 万円

11.
3

2.3
0.5

41.
4

5.8

4.4

21.
0

3.7

9.6

181 億 6248 万円

平成 18年度  決算報告

一歳歳

9 億 9799 万円 6.8
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平
成
18
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
行
政

活
動
の
た
め
の
お
金
が
ど
こ
か
ら
来

て
何
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
あ
ら
ま

し
を
公
表
し
ま
す
。

　
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
１
４

９
億
９
９
６
３
万
円
、
歳
出

総
額
は
１
４
７
億
２
３
７
９
万
円
と

な
り
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
２
億

７
５
８
４
万
円
の
黒
字
で
、
翌
年
度

へ
繰
り
越
し
す
べ
き
財
源
６
９
１
万

円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
２
億
６
８

９
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
全
体
と
し
て
は
町
税
、
地

方
交
付
税
、
繰
入
金
、
町
債

な
ど
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
、
地
方

譲
与
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
が
増
加

し
ま
し
た
。

　

町
税
は
固
定
資
産
税
の
評
価
替
に

よ
る
減
な
ど
に
よ
り
２
８
４
３
万
円

の
減
、
地
方
交
付
税
は
特
別
交
付
税

の
合
併
算
定
経
費
の
段
階
的
な
割
落

と
し
な
ど
に
よ
り
２
億
４
８
７
１
万

円
の
減
、
繰
入
金
は
昨
年
度
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
繰
上
償

還
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
減
、
町

債
も
地
方
債
発
行
の
抑
制
や
臨
時
財

政
対
策
債
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

地
方
譲
与
税
は
税
源
移
譲
財
源
で



経
常
収
支
比
率
は
昨
年
度
の
１
０
４
・
７
％

か
ら
99
・
７
％
と
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解

を
得
な
が
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
ま
た

昨
年
度
実
施
し
た
公
債
費
の
繰
上
償
還
に
よ
る
影

響
や
職
員
手
当
の
削
減
な
ど
の
措
置
、
暖
冬
に
よ

る
除
雪
経
費
の
減
な
ど
に
よ
り
５
・
０
ポ
イ
ン
ト

減
と
な
っ
た
も
の
で
す
が
、
財
政
危
機
を
完
全
に

脱
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
来
か
ら
の
財
政
指
標
で
あ
る
起
債
制
限
比

率
も
17
・
5
％
か
ら
16
・
1
％
と
１
・
４

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
17
年
度

決
算
か
ら
新
た
に
導
入
さ
れ
た
「
実
質
公
債
費
比

率
」
と
い
う
指
標
で
は
23
・
2
％
と
非
常
に
高
い

比
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
会
計
や
特

別
会
計
、
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
公
債
費
の
負
担

状
況
や
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
も
の
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
町
全
体
の
借
金
（
公
債
費
）
の
実
質
負
担
割

合
の
数
値
で
す
。

能
登
町
総
合
計
画
に
は
福
祉
・
教
育
施
設
、

情
報
通
信
基
盤
、
広
域
道
路
網
、
上
下
水

道
の
整
備
な
ど
、
今
後
町
債
が
必
要
と
な
る
事
業

が
た
く
さ
ん
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
財
政

健
全
化
の
た
め
に
は
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
公
債
費
の
計
画
的
な
繰
上
償
還
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
町
債
を
で
き
る
だ
け
抑
制

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
一
つ
の
町
と

し
て
適
正
な
財
政
規
模
と
な
る
よ
う
行
政
改
革
大

綱
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
定
員
適
正
化
計
画
を
強

力
に
推
進
し
、
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し
や

行
政
組
織
の
改
編
、
公
共
施
設
の
統
合
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度

決
算
報
告

■特別会計決算の状況
区　　　分 歳　入 歳　出 差　引

有線放送事業 5億 7844 万円 5億 7502 万円 342 万円
国民健康保険（保険事業勘定） 28 億 4315 万円 27 億 6180 万円 8135 万円
国民健康保険（直営診療施設勘定） 806 万円 777 万円 29 万円
老人保健 31 億 7214 万円 31 億 7214 万円 ー
介護保険（保険事業勘定） 23 億 7619 万円 22 億 6437 万円 1億 1182 万円
介護保険（サービス事業勘定） 8089 万円 7943 万円 146 万円
観光施設 9344 万円 9334 万円 10 万円
公共下水道事業 10 億 6224 万円 10 億 6218 万円 6万円
農業集落排水事業 7億 763 万円 7億 754 万円 9万円
漁業集落排水事業 8855 万円 8848 万円 7万円
浄化槽整備推進事業 7347 万円 7274 万円 73 万円
簡易水道事業 5億 3095 万円 5億 3085 万円 10 万円

■企業会計決算の状況
区　　　分 収　入 支　出 収　支

水道事業会計
収益的収支 4億 1239 万円 3億 8920 万円 2319 万円
資本的収支 7億 4717 万円 9億 3958 万円 △ 1億 9241 万円

病院事業会計
収益的収支 24 億 35 万円 25 億 9392 万円 △ 1億 9357 万円
資本的収支 1億 4305 万円 1億 8826 万円 △ 4521 万円

第３回

定例会

議
会
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区　　分

起債制限比率
【財政構造の健全性】

　　　15％～ 20％→要注意
　　　20％以上→危険

実質公債費比率
【借金の実質負担割合】

18％～ 25％→警戒・適正化計画策定
 25％以上→一部町債借入制限

経常収支比率
【財政の健全性】

　　　　70％～ 80％→妥当
　　　　 80％以上→要注意

平成 18 年度 16.1％（未発表） 23.2%（18.3%） 99.7％（未発表）

平成 17 年度 17.5％（11.9％）
23.9％（17.0％）
[22.5％ ]※２   　  　　

104.7％（93.4％）

平成 16 年度 17.3％（11.9％） 　ー　 （   ー   ） 102.1％（92.2％）

　　財政指標から見る能登町の財政状況（経常収支比率は 5.0ポイントの改善）

※１　（　）内は県内平均値
※２　平成 17 年度公表の実質公債費比率は 22.5％でしたが、今年度算定方法の改定があり再計算した結果は 23.9％となります。

議
案
13
件
、
認
定
14
件
を
上
程

　

能
登
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、

９
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
8
日
間

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
議
案

13
件
、
平
成
18
年
度
各
会
計
決
算
の

認
定
14
件
が
上
程
さ
れ
、
議
案
に
つ

い
て
は
各
常
任
委
員
会
に
、
決
算
認

定
は
組
織
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
議
案
13
件

が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
請
願

2
件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
追
加

発
議
と
し
て
、
道
路
整
備
促
進
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
な
ど

4
件
が
追
加
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
付
託
さ
れ
た
決
算
の
認
定

14
件
は
休
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

【
可
決
さ
れ
た
議
案

：

13
件
】

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
▼
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

1
億
９
３
７
１
万
9
千
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
１
４
５
億
３
１
７
５
万

８
千
円
と
す
る
。
主
な
内
容
は
、
中

越
沖
地
震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害

復
旧
費
１
億
５
０
１
万
５
千
円
の
追

加
な
ど

平
成
19
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
19
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
19
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

平
成
19
年
度
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
19
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
１
号)

平
成
19
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
▼
修
学
資
金
貸
付
金

４
８
０
万
円
を
追
加
し
資
本
的
支
出

を
１
億
７
４
９
３
万
４
千
円
と
す
る

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
能
登
町

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

能
登
町
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事

業
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
１
基
の

浄
化
槽
を
複
数
の
使
用
者
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
、
料
金
な
ど
は
公
共

下
水
道
条
例
を
準
用
す
る

公
立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護
師
等
修

学
資
金
貸
与
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
看
護
師
確
保
の
た
め
、
修
学
資
金

貸
与
制
度
を
創
設
す
る
。
月
額
５
万

円
が
貸
与
さ
れ
、
貸
与
を
受
け
た
期

間
以
上
宇
出
津
総
合
病
院
で
勤
務
し

た
場
合
に
償
還
が
免
除
さ
れ
る

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
▼
十
郎

原
・
黒
川
辺
地
の
簡
易
水
道
配
水
管

の
更
新
事
業
に
辺
地
対
策
事
業
債
を

充
当
す
る
た
め
の
計
画
変
更

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い

て
▼
埋
立
て
に
よ
り
生
じ
た
土
地

（
字
宇
出
津
ク
字
に
接
す
る
地
先
公

有
水
面
71
・
46
㎡
）
の
確
認

字
及
び
小
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
▼
新
た
な
土
地
の
字
の
区
域
を
定

め
る

【
継
続
審
査
と
な
っ
た
決
算

：

14
件
】

①
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
②
有

線
放
送
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
③
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
④
老
人
保
健
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑤
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑥
観
光
施

設
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑦
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
⑧
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑨
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
⑩
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑪
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑫

水
道
事
業
会
計
決
算
、
⑬
病
院
事
業

会
計
決
算
、
⑭
珠
洲
市
・
能
登
町
環

境
衛
生
組
合
歳
入
歳
出
決
算

（
す
べ
て
平
成
18
年
度
）

【
採
択
さ
れ
た
請
願

：

2
件
】

町
道
認
定
及
び
改
良
工
事
に
関
す
る

請
願
▼
生
活
道
路
と
な
っ
て
い
る
農

道
の
改
良
・
舗
装
を
求
め
る
も
の

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
山
せ
み
荘
」

の
存
続
を
求
め
る
請
願
▼
地
域
住
民

の
健
康
増
進
と
高
齢
者
の
交
流
の
場

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

「
山
せ
み
荘
」
の
存
続
を
求
め
る

【
可
決
さ
れ
た
発
議

：

4
件
】

道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

国
の
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
▼
教
育
予
算

を
国
全
体
と
し
て
、し
っ
か
り
確
保
・

充
実
さ
せ
る

能
登
地
区
の
県
立
高
校
統
合
案
に
反

対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
▼

能
都
北
辰
高
校
、
能
登
青
翔
高
校
は

今
後
の
町
政
発
展
の
核
に
な
る
も
の

で
あ
り
2
校
の
統
合
案
に
断
固
反
対

す
る

原
子
力
防
災
対
策
の
強
化
及
び
周
辺

地
域
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

決算特別委員会
〈委員長〉　  山﨑元英
〈副委員長〉久田良平
〈委　員〉　  菊田俊夫、石岡安雄、
　　　　　  奥成壯三郎、椿原安弘

町政一般質問を傍聴する小間生地区老人会のみなさん



水
源
地
域
と
し
て
の
誇
り

　

内
浦
エ
リ
ア
の
水
源
、
九
里
川
尻
川
の
上

流
に
位
置
す
る
国
重
地
区
に
平
成
3
年
、
町

か
ら
下
水
道
（
農
業
集
落
排
水
）
整
備
の
話

が
あ
っ
た
。「
水
源
を
抱
え
る
国
重
地
区
か

ら
下
水
道
を
整
備
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

町
か
ら
の
説
明
だ
っ
た
。
当
時
町
内
会
長

だ
っ
た
中
山
さ
ん
は
「
上
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
下
水
道
を
整
備
す
る
の
は

お
か
し
い
と
思
っ
た
が
、
水
源
を
抱
え
て
い

る
地
域
と
し
て
協
力
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と

振
り
返
る
。
地
区
で
の
話
し
合
い
の
中
で
も

は
っ
き
り
と
し
た
反
対
意
見
は
な
く
「
お
金

が
か
か
る
け
ど
み
ん
な
一
緒
に
協
力
し
て
や

ろ
う
」と
い
う
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
。

　

結
果
、
ほ
と
ん
ど
が
く
み
取
り
式
の
ト
イ

レ
だ
っ
た
と
い
う
国
重
地
区
19
世
帯
は
、
全

世
帯
が
下
水
道
に
接
続
し
接
続
率
１
０
０
％

と
な
っ
た
。

　
「
国
重
は
山
口
ダ
ム
を
抱
え
、
水
源
に
位

置
す
る
と
い
う
こ
と
で
『
水
』
に
対
す
る
意

識
が
高
い
地
域
」
と
話
す
現
町
内
会
長
の
吉

村
さ
ん
。「
町
の
補
助
も
あ
っ
て
入
り
や
す

か
っ
た
と
い
う
の
も
あ
っ
た
が
、
今
思
う
と

み
ん
な
ま
と
ま
っ
て
入
っ
て
く
れ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
。
よ
く
や
っ
た
と
思
う
」
と
誇
ら

し
げ
に
話
す
。

水
環
境
が
目
に
見
え
て
良
く
な
っ
た

　

全
世
帯
が
加
入
す
る
こ
と
で
生
活
排
水
が

側
溝
や
川
に
流
れ
な
く
な
っ
た
国
重
地
区
で

は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
環
境
に
変

化
が
現
れ
始
め
た
と
い
う
。中
谷
さ
ん
は「
家

の
周
り
の
環
境
が
ま
ず
変
わ
っ
た
。
ハ
エ
や

蚊
が
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
っ
た
し
悪
臭
も
な

く
な
っ
た
」
と
話
し
、
吉
村
さ
ん
も
「
こ
こ

数
年
で
ト
ン
ボ
や
魚
の
種
類
も
増
え
て
い

る
」
と
感
じ
る
と
い
う
。
中
山
さ
ん
は
「
農

薬
の
基
準
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
と
下
水
道

の
相
乗
効
果
で
水
環
境
が
良
く
な
っ
て
い

る
。
一
度
は
減
っ
た
ホ
タ
ル
の
数
も
年
々
増

え
て
い
る
」
と
話
す
。

　

水
源
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
高
い
意
識
と

地
域
の
ま
と
ま
り
で
全
世
帯
が
下
水
道
に
加

入
し
た
国
重
地
区
。
ホ
タ
ル
以
外
に
も
貴
重

な
動
植
物
が
増
え
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、

「
環
境
を
守
る
下
水
道
」
と
い
う
こ
と
を
実

証
し
て
く
れ
て
い
る
。

専用の紙以外

　　
　　

　
　
　
　
　
　 　　

内
浦
エ
リ
ア
で
最
初
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
国く

に
し
げ重
地
区
、

水
源
地
域
と
し
て
地
区
が
ま
と
ま
り
全
世
帯
が
接
続
。

油類は排水管がつまる最大の原因です。また、
処理施設でも微生物などが死んでしまい、

汚水が浄化されにくくなります。油類は直接流さ
ず固めたり、染み込ませて燃えるごみとして処分
してください。
　野菜くずや残飯なども排水管に流さないように
しましょう。

トイレットペーパーは専用（巻紙）のものを
使用してください。ティッシュペーパーは

水に溶けにくいので使用できません。
　紙おむつやビニール、たばこの吸い殻などは絶
対に流さないでください。

みなさんのお宅を訪問し、排水設備の点検・
清掃・消毒などを行う業者がいます。事実

と違う説明をして清掃を勧誘したり、詳しく説明
せずに作業を行った後で、高額の料金を請求され
る場合がありますので注意が必要です。
　排水管が汚れていてもすぐに清掃する必要はあ
りません。流れている様子を定期的に自分で確認
するようにしてください。

台所では

トイレでは

風呂や洗面所では、無駄な水を使わないよう
にしましょう。髪の毛などもできるだけ流

さないようにして
ください。固いも
のやシャンプーの
容器なども流さな
いでください。

風呂・洗面所では

悪質業者から身を守る！

下
水
道
接
続
率
１
０
０
％
・
国
重
地
区

吉村安弘さん
（現・町内会長）

中山吉男さん
（前・町内会長）

中谷幸夫さん
（生産組合長）

国重地区の川沿いに飛び交うホタル
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はじめよう、下水道のある暮らし②

下水道

「守る」

① 

知  

る

② 

守  

る

③ 

繋  

ぐ

下水道処理施設の整備には、
たくさんのお金がかけられて
おり、みなさんの大切な財産
ともいえます。

処理施設を守ることが、町の
豊かな自然を守ることにもつ
ながります。

自然を守り、
処理施設を守る。

下水道特集２回目は「守る」
をテーマにします。

　 10 月 1日は『浄化槽の日』

問下水道課  ☎ 72-2507

　

来
月
号
で
は
「
繋
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、

下
水
道
へ
の
接
続
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



ー Vol.16 ー

元治元年（1864）　  鳳至郡鵜川村（現能登町字鵜川）に生まれる
明治 16 年（1883）　鵜川小学校教員となる
明治 19 年（1886）　北海道に渡り、翌年函館商船学校入学
　　　　　　　　　（函館商船学校は明治 23 年に東京商船学校と合併）
明治 26 年（1893）　東京商船学校卒業、日本郵船株式会社に入社
明治 27 年（1894）　日清戦争で御用船に乗り込む。功により勲六等に叙せられる
明治 33 年（1900）　北清事変で御用船に乗り込む。功により勲五等に叙せられる
明治 36 年（1903）　6月に青森・函館・室蘭間の連絡船、東海丸の船長に
明治 36 年（1903）　10 月 29 日、ロシア貨物船プログレス号と衝突し殉職、享年 38

※石碑建立までの歴史
明治 36 年（1903）　鵜川小学校同窓会総会で「鵜川港埠頭に記念灯台の建設」を
　　　　　　　 　　決議するも、日露戦争勃発で決議倒れに
大正 3年（1914）　「久田船長銅像建設運動」が起こり募金活動が始まるが、大正 5
　　　　　　　　　 年の大洪水、翌 6年の大火事で断念
昭和 8年（1934）　8月に「久田船長建碑会」を組織
　　　　　　　　   10 月 29 日、殉難 30 周年追悼大法要営まれ、気運が高まる
　　　　　　　　   漁業関係者により鵜川港沖合いから海石が見卸ノ浜へ
昭和 9年（1935）　台座が陸揚げされる
　　　　　　　　   県知事より菅原神社境内に石碑設置の許可
　　　　　　　　   5 月、題字が届く（内閣総理大臣  斎藤  実書）
　　　　　　　　   9 月 22 日に除幕式、「久田船長碑」が設置される

昭和 12 年から 21 年までの国
定教科書に「久田船長」が掲
載された
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境
内
に
石
碑
建
つ

　

鵜
川
菅
原
神
社
拝
殿
の
横
に
、
高

さ
6
・
6
ｍ
、
幅
1
・
2
ｍ
の
巨
大

な
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
題
字
に
は

「
久
田
船
長
碑
」
の
5
文
字
と
「
海

軍
大
将
子
爵
斎
藤
実
書
」
と
あ
る
。

斎
藤
実ま
こ
と
は
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
、

一
国
の
総
理
が
一
船
員
の
石
碑
の
題

字
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
異
例
で

あ
り
大
変
な
こ
と
だ
。
こ
の
題
字
を

実
現
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、

鵜
川
の
人
た
ち
の
久
田
船
長
に
対
す

る
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
石
碑
に

は
建
立
年
月
日
も
、
建
設
者
の
名
前

も
、
何
一
つ
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

　
「
こ
れ
で
い
こ
う
。
こ
れ
に
付
け

加
え
る
言
葉
は
な
い
」。

　

昭
和
9
年
に
石
碑
を
建
立
し
た
同

志
た
ち
は
、「
久
田
3

3

船
長
碑

3

3

3

」
の
5

つ
の
文
字
に
す
べ
て
の
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
自
信
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
。

鵜
川
か
ら
世
界
へ

　

久
田
船
長
（
名
は
佐
助
）
は
、
元

治
元
年
（
１
８
６
４
）
11
月
30
日
、

鳳
至
郡
鵜
川
村（
現
能
登
町
字
鵜
川
）

に
生
ま
れ
た
。
父
佐
助
（
久
田
家
は

代
々
佐
助
を
名
乗
っ
て
い
た
）
は
宇

出
津
の
紙
子
家
か
ら
入
っ
て
久
田
家

を
継
い
だ
人
で
、
佐
助
が
8
歳
の
時

に
死
亡
し
た
。

　

母
の
手
で
育
て
ら
れ
た
佐
助
は
、

鵜
川
小
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
を
継

ぎ
な
が
ら
原
勤
堂
の
門
に
入
り
儒
教

を
教
わ
る
。
し
ば
ら
く
鵜
川
小
学
校

の
教
員
と
な
る
が
、
23
歳
の
と
き
に

北
海
道
に
渡
る
こ
と
を
決
意
し
辞

職
、
辞
表
に
は
「
函
館
商
船
学
校
入

学
の
た
め
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

　

商
船
学
校
で
6
年
間
の
勉
強
を
終

え
た
佐
助
は
、
日
本
郵
船
株
式
会
社

に
入
社
し
、
国
内
の
航
路
は
も
と
よ

り
、
横
浜
・
上
シ
ャ
ン
ハ
イ海

間
、
神
戸
・
天テ
ン
シ
ン津

間
な
ど
の
航
路
に
も
従
事
し
た
。
そ

の
間
、
各
船
長
の
本
社
へ
の
報
告
に

は
、
い
ず
れ
も
技
術
が
優
秀
で
将
来

有
望
な
海
員
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

な
い
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
商

船
学
校
卒
業
後
、
わ
ず
か
4
年
半
で

一
等
運
転
士
と
な
っ
た
佐
助
は
明
治

36
年
6
月
、
38
歳
の
と
き
に
青
森
・

函
館
・
室
蘭
間
の
定
期
連
絡
船
「
東

海
丸
」
の
船
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。

命
を
懸
け
た
非
常
汽
笛

　

明
治
36
年
10
月
28
日
午
後
10
時
、

東
海
丸
は
青
森
か
ら
函
館
に
向
け
て

出
港
し
た
。
津
軽
海
峡
特
有
の
濃
霧

が
海
上
を
覆
い
、
前
日
か
ら
の
雨
は

雪
に
変
わ
り
吹
雪
と
な
っ
て
吹
き
荒

れ
て
い
た
。
東
海
丸
は
絶
え
ず
汽
笛

を
鳴
ら
し
な
が
ら
進
行
し
て
い
た

が
、
29
日
午
前
4
時
30
分
ご
ろ
突
然

ロ
シ
ア
の
貨
物
船「
プ
ロ
グ
レ
ス
号
」

が
右
手
に
現
れ
衝
突
さ
れ
た
。

　

久
田
船
長
は
、
吹
雪
、
轟
音
、
絶

叫
の
中
で
乗
組
員
を
指
揮
し
、乗
客
・

乗
員
す
べ
て
を
5
艘
の
ボ
ー
ト
に
乗

せ
た
。

　
「
皆
よ
く
や
っ
て
助
か
っ
て
く
れ
」

と
叫
び
な
が
ら
自
分
の
体
を
欄
干
に

結
び
つ
け
、
非
常
汽
笛
を
鳴
ら
し
な

が
ら
船
と
と
も
に
海
に
沈
ん
だ
。
久

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
父
と
呼
ば
れ

る
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ー
デ
ン
・
パ
ウ
ェ

ル
氏
が
久
田
船
長
に
つ
い
て
少
年
た

ち
に
残
し
た
言
葉
が
あ
る
。

　
「
こ
の
船
長
が
選
ん
だ
道
に
よ
っ

て
世
界
の
人
々
は
さ
ら
に
船
に
対
す

る
信
頼
、
船
長
に
対
す
る
信
頼
を
深

め
た
。
日
本
の
久
田
船
長
は
世
界
の

名
船
長
で
あ
る
」。

※
参
考
文
献　

能
都
町
史
第
5
巻
＝

通
史
・
人
物
誌
編

田
船
長
が
ボ
ー
ト
に
移
る
こ
と
は
簡

単
だ
っ
た
。
し
か
し
一
人
で
も
多
く

助
か
る
た
め
に
は
、
行
き
過
ぎ
た
プ

ロ
グ
レ
ス
号
や
陸
上
か
ら
の
救
援
を

受
け
る
し
か
な
い
。
船
長
は
そ
の
唯

一
の
手
段
と
し
て
、
非
常
汽
笛
を
鳴

ら
し
続
け
る
こ
と
を
決
断
し
た
の

だ
。
結
果
、
乗
員
乗
客
１
０
４
人
の

う
ち
過
半
数
が
助
か
っ
た
。

伝
え
続
け
る
顕
彰
会

　

久
田
船
長
が
遭
難
し
て
か
ら
今
年

で
１
０
５
年
。
地
元
鵜
川
で
は
、
遭

難
直
後
か
ら
一
度
も
休
む
こ
と
な
く

追
悼
式
典
が
行
わ
れ
、
唱
歌
「
久
田

船
長
」
が
歌
わ
れ
続
け
て
い
る
。
現

在
は
「
久
田
船
長
顕
彰
会
」
が
中
心

と
な
り
、
毎
年
10
月
29

日
に
石
碑
の
前
で
碑
前

祭
を
行
っ
て
い
る
。
顕

彰
会
会
長
の
河
合
元
一

さ
ん
は
、
前
身
で
あ
る

「
久
田
船
長
建
碑
会
」

会
長
で
あ
っ
た
父
親
の

意
志
を
受
け
て
、
公
民

館
と
共
同
で
碑
前
祭
を

開
催
し
て
い
る
。

　

河
合
さ
ん
は
「
鵜
川

の
先
輩
た
ち
が
久
田
船

長
の
行
動
を
顕
彰
し
、

伝
え
続
け
て
き
た
。
自

分
た
ち
の
先
輩
に
こ
ん

な
人
が
い
た
ん
や
よ
と
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
、
郷
土
に
誇
り
を
持
っ
て
欲

し
い
」
と
考
え
て
い
る
。
久
田
船
長

の
行
為
に
つ
い
て
は
「
人
間
と
し
て

な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と
。
そ
の
精

神
は
自
分
で
も
持
っ
て
い
た
い
」
と

話
す
。

偉
大
な
る
マ
ン
ネ
リ

　
「
久
田
船
長
は
偉
大
な
人
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
語
り
伝
え
て
い
る
鵜
川

の
人
た
ち
は
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
」。

昭
和
48
年
の
70
年
祭
に
招
か
れ
た
東

京
商
船
大
学
学
長
の
言
葉
に
河
合
さ

ん
は
感
動
し
た
と
い
う
。

　

今
年
で
１
０
５
回
目
を
迎
え
る
久

田
船
長
碑
前
祭
に
つ
い
て
河
合
さ
ん

は
「
何
も
変
わ
っ
た
こ
と
は
出
来
な

い
。
マ
ン
ネ
リ
と
言
わ
れ
て
も
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

今年で 105 回目を迎える碑前祭では、地元
小学生が国定教科書を朗読し、唱歌を合唱
する



草
木
染
め
教
室
で
は
思
い
思
い
の
色
に
染
め
上
げ
た
布

を
使
っ
て
シ
ョ
ー
ル
な
ど
を
制
作
し
ま
す

能登町立秋吉公民館
字秋吉7-57　☎・℻ 72-0006
■地区世帯数 144　■人口 425

今年のさくら祭りは４月 15 日に開かれ、約 100 人が集ま
りバーベキューなどを楽しみました

－公民館通信－
第 4号

教　室　名 開　催　日 時　間

コーラス・ママレモンズ 毎週月曜日 19:30 ～

フレッシュテニス教室 毎週水曜日 9:30 ～

民謡教室 第１・３金曜日 9:00 ～

大正琴教室 第２・４火曜日 13:30 ～

生花教室 第２土曜日 9:30 ～

お茶教室 第１土曜日 9:30 ～

押し花教室 第３木曜日 19:30 ～

手芸教室 毎週木曜日 9:30 ～

俳句教室 第２土曜日 9:30 ～

草木染め教室 第１金曜日 9:00 ～

木目込み教室 第４土曜日 9:00 ～

客
人
を
も
て
な
す
心
を
養
う
茶
道
。
日
本
が
誇
る
「
茶

の
道
」
に
親
し
む
お
茶
教
室
の
様
子

能都地区

内浦地区

柳田地区

・秋吉公民館

　

町
内
に
15
あ
る
公
民
館
の
う
ち
、
地
区
世
帯

数
が
最
も
少
な
い
秋
吉
公
民
館
。
九く
り
か
わ
し
り

里
川
尻
、

清き
よ
ざ
ね真
、
秋あ
き
よ
し吉
、
河か
が
た
に

ヶ
谷
の
４
つ
の
町
内
を
合
わ

せ
た
地
区
が
秋
吉
地
区
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
吉
公
民
館
で
は
出
前
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
年
間
を
通
じ
て
活
発
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
こ
の
地
に

伝
わ
る
伝
統
行
事
や
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
研
究
す
る
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

積
極
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
18
年
に
は

優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
要
望
に
合
わ
せ
た
活
動
を
続
け

て
い
る
秋
吉
公
民
館
で
す
が
、
近
年
で
は
人
口

減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
開
催
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
行
事
も
で
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
方
の
力
で
新
し
い
方
向
性
も
見

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、

人
数
が
少
な
い
町
内
に
対
し
て
ほ
か
の
町
内
の

選
手
が
出
場
し
た
り
、
若
い
こ
ろ
は
選
手
で
な

ら
し
た
と
い
う
地
元
の
先
輩
も
応
援
に
駆
け
つ

け
る
な
ど
、
和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
大
会

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
町
内
対
抗
と
い
う
形

態
を
と
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
も
創
意
工
夫

し
、
公
民
館
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
内
の
親
睦

を
深
め
て
い
く
こ
と
は
、
未
来
の
公
民
館
活
動

の
あ
り
方
と
し
て
重
要
な
こ
と
で
す
。
参
加
者

が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
公
民
館

行
事
の
全
て
の
存
続
を
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な

く
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
活
動
方
法
も
新
し

い
形
へ
と
導
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

秋
吉
公
民
館
で
最
も
盛
り
上
が
る
行
事
と
い

会
、
そ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
に
よ
り
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
力
強
く
書
か
れ
た
「
が
ん
ば
ろ
う
能
登
」
の

横
断
幕
も
掲
げ
ら
れ
、
例
年
に
な
い
ほ
ど
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

秋
吉
公
民
館
で
は
小
さ
い
地
区
な
ら
で
は
の

連
帯
感
を
大
切
に
、
故
郷
に
誇
り
を
も
つ
地
域

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
趣
味
の
教

室
や
講
座
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
枠
を

越
え
、
あ
な
た
の
新
し
い
生
涯
学
習
と
の
出
会

い
の
場
と
し
て
一
度
秋
吉
公
民
館
を
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

え
ば
毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
る「
さ
く
ら
祭
り
」

で
す
。
そ
の
名
の
と
お
り
公
民
館
周
辺
の
桜
が

満
開
に
な
る
時
期
に
合
わ
せ
て
催
さ
れ
ま
す
。

　

体
育
館
で
は
各
町
内
ご
と
の
出
し
物
や
歌
、

踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
各
教
室
で
制
作
し
た

作
品
展
や
紙
ひ
こ
う
き
飛
ば
し
大
会
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。
桜
の
下
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

も
開
か
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒

に
楽
し
み
ま
す
。

　

今
年
は
３
月
25
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
う
け
て
、
内
容
を
一
部
変
更
、
自
粛
し
て

は
ど
う
か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
「
こ
ん
な
と
き
こ
そ
地
震
の
被
害
に
負
け

な
い
気
持
ち
を
」
と
言
う
願
い
を
込
め
て
、
当

初
の
予
定
ど
お
り
各
町
内
の
青
壮
年
団
や
婦
人
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鮮
や
か
に
描
か
れ
た
9
基
の
巨
大
な
袖
キ

リ
コ
が
、
御
船
神
社
に
続
く
階
段
を
担

ぎ
上
げ
ら
れ
る
。「
本
当
に
こ
こ
を
袖
キ
リ
コ

が
登
る
の
か
？
」と
疑
う
ほ
ど
細
く
急
な
階
段
。

「
よ
い
と
し
ょ
ー
。
よ
い
と
し
ょ
ー
」

　

慎
重
に
、
そ
し
て
力
強
く
、
囃
子
に
合
わ
せ

１
段
ず
つ
袖
キ
リ
コ
が
登
っ
て
い
く
。
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
運
行
だ
け
に
、
無
事
登
り
き
る

と
見
物
人
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
る
。

　

１
番
の
袖
キ
リ
コ
が
登
り
始
め
て
か
ら
約
2

時
間
30
分
、
す
べ
て
の
袖
キ
リ
コ
が
無
事
に
神

社
に
集
り
、
1
基
ず
つ
お
祓は
ら

い
を
受
け
た
。

能
登
町
祭
り
歳
時
記  

〜
小
木
袖
キ
リ
コ
祭
り
編
〜

　

能
登
町
農
業
委
員
会
は
現
在
22
人
（
公
選

15
、
選
任
７
）
で
組
織
さ
れ
、
農
地
の
有
効
利

用
、
農
業
経
営
の
合
理
化
の
推
進
な
ど
を
職
務

と
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
来
年
7
月
の
任
期
満
了

を
前
に
、今
一
度
相
互
の
親
睦
と
見
聞
を
広
め
、

停
滞
気
味
と
い
わ
れ
て
い
る
能
登
町
農
政
の
活

性
化
の
手
が
か
り
に
し
た
い
と
の
思
い
で
、
8

月
末
に
秋
田
県
八
郎
潟
干
拓
事
業
の
現
地
視
察

を
メ
イ
ン
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
視
察
先
は
、
秋
田
県
花
き
種
苗
セ
ン

タ
ー
。『
ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
あ
き
た
』
の
愛
称
で

呼
ば
れ
る
物
産
館
、
観
賞
温
室
、
花
の
広
場
な

ど
が
隣
接
し
た
施
設
で
、
県
内
の
花
き
栽
培
農

家
へ
優
良
種
苗
を
低
価
格
で
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、
秋
田
県
が
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
9
年
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
、
現
在
、

ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
を
中
心
に
40
種
類
、
生
産
農

家
の
３
割
に
当
た
る
年
間
４
０
０
万
本
の
苗
を

供
給
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

約
８
㌶
の
敷
地
は
種
苗
の
生
産
施
設
、
実
証

展
示
施
設
、
観
賞
展
示
施
設
の
３
部
門
か
ら
な

り
、
特
に
観
賞
展
示
施
設
の
『
花
の
広
場
』
は

平
日
に
も
関
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の
観
光
客
や
親

子
連
れ
等
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

世
紀
の
大
事
業
と
い
わ
れ
る
八
郎
潟
干
拓
事

業
。
翌
日
は
一
番
の
目
的
地
で
あ
る
大
潟
村
干

拓
博
物
館
と
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
見
渡
す

限
り
の
農
地
、
果
て
し
な
く
続
く
直
線
道
路
、

当
時
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
例
を
見
な
い
大
規
模

農
業
、
大
型
機
械
農
法
に
よ
り
将
来
の
日
本
農

業
の
モ
デ
ル
的
存
在
を
目
指
し
た
大
潟
村
。
減

反
政
策
当
初
、
マ
ス
コ
ミ
が
こ
ぞ
っ
て
取
り
上

げ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
20
年
の
歳
月
と

８
５
０
億
円
と
い
う
巨
費
を
投
じ
て
の
１
万
５

千
㌶
強
の
干
拓
、
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。
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秋田県花き種苗センターにて
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羽根万象先生追悼展

「
女
流
作
曲
家
の
像
」
昭
和
54
年
制
作

〈期　間〉11 月 1日㈭～ 30 日㈮　月曜日は休館
〈開　館〉9:00 ～ 17:30（入館は 16:30 まで）
〈入場料〉町民の方に限り無料

ー羽根万象美術館ー

　８月８日に 88歳で逝去された名誉町民・羽根万象
先生（宇出津出身、日本画家）を偲び、羽根万象美術
館では 11月に追悼展を開催します。
　期間中は、町民の方に限り入場無料です。ぜひ足を
運び先生の力強い作品をご覧ください。

問羽根万象美術館（遠島山公園内）
　☎ 62-3669

　9月 21 日、羽根万象先生のご遺族である伊藤たみ
子さん、佐久間エリ子さん（神奈川県藤沢市）から「能
登町の文化発展のため」に 10万円の寄付がありまし
た。ご厚志に報いるよう大切に使わせていただきます。



Event  of  Town

11 曲を披露した「宇出津ブラスバンズ」

賑わう商店街に溢れる笑顔
第 18回商店街まつり「歩行者天国」

　宇出津新町商店街の商店街まつり「歩行者天国」が 9月 15

日に行われました。商店街の活性化を目的に「お斉市」に合わ

せて毎年行われるこのイベントも、今年で 18回目を迎えまし

た。整備された広場に設けられたステージでは、能登町太鼓連

響 6団体の演舞やブラスバンド演奏、ジャザサイズなどが披露

され訪れた観客を楽しませました。

　夕方からは 8人が熱唱したカラオケ大会や、歌手の三田結香

さんの歌謡ショーが行われるなど、商店街は夜遅くまで賑わい

をみせていました。

　松波城跡庭園跡は県指定の史跡で、昭和 55年の発掘調査に

より枯山水遺構と礎
そせ き

石建物跡で構成されることが明らかになっ

ています。町では今年度、礎石建物跡について規模などの確認

をするために調査区を拡張して発掘調査を行いました。

　9月 9 日には現地説明会が行われ、地元の人や関係者ら約

25 人が集まりました。今回の調査で、礎石建物は枯山水とほ

ぼ同時期に造られたことが判明し、出土品などから 16世紀後

半のものである可能性が高いことが示されました。来年度は枯

山水遺構の調査を行い、庭園跡の全容を解明していきます。

城跡に刻まれた畠山家の文化
松波城跡庭園跡発掘調査報告

　9月議会定例会の町政一般質問が行われた 9月 12 日、柳田

中学校の 3年生 31 人が議会を見学に訪れました。見学は地方

自治について学んでいる公民の授業の一環で、社会科の広沢孝

俊教諭が「教科書の知識と自分たちの生活を結びつけてほしい」

と引率しました。

　一般質問では中学生議会開催の提案や学校給食での地産地消

の取り組みについての質問が出ました。生徒たちは、自分たち

にとっても身近な問題が議会でやりとりされる様子を熱心に聞

き入っていました。

傍聴席で真剣に耳を傾ける生徒

地方自治に関心深める
柳田中学校 3年生が議会を見学

婦人会のみなさんのもてなしを受ける参加者

宇出津地区敬老会

　敬老の日の 9月 17 日、宇出津地区の敬老会が役場能都庁舎

で開催されました。満 80 歳以上の対象者 454 人のうち 170

人が参加し、婦人会のみなさんが用意した料理を囲みながら懐

かしい会話や近況などを歓談しました。アトラクションでは、

子どもたちによるよさこい演舞、大正琴、民謡・民舞やフラダ

ンスなどが披露され、手拍子を打ったり一緒に歌ったりして楽

しんでいました。

　能登町の敬老会対象者は全体で約 2,436 人、敬老会は 9月か

ら 10月にかけて町内 20地区で開催されました。

長寿を祝い、健康に感謝

遺跡を囲み説明を受ける関係者

ダムの完成と永久の安泰を祈願
北河内ダム定礎式

　9月 16 日、北河内ダムの定礎式が五十里地内のダム建設現場で行われま

した。定礎式は、これまでの工事の無事を祝い今後の工事の安全やダムの永

久の安定などを祈願して礎石を埋め込むもので、式典には県や建設事業者、

地元関係者ら約 200 人が出席しました。

　礎石は宇出津酒垂神社曳山保存会のメンバーによる木遣り唄に合わせて搬

入され、鎮定（ちんてい）、齋鏝（いみごて）、齋槌（いみづち）の儀式でダ

ムと結合されました。また、五十里と北河内など岩井戸地区出身の小学生 14

人が願い事を記したメモリアルストーンも一緒に埋め込まれました。

　最後は柳田保育所園児が加わってくす玉が割られ、持木町長の音頭でダム

式の万歳三唱をして無事に閉式となりました。

写真上：タワークレーンに吊られたくす玉を割り、定
礎を祝う関係者
写真右：自分が書いた願い事を発表し、メモリアルス
トーンを掲げる地元出身の児童
写真下：鎮定（ちんてい）の儀で礎石の周りにモルタ
ルを流し込む谷本県知事と持木町長
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くらしの  掲示板 №51～60

100 の質問に答えて
当てよう能登町の特産品！

　故郷・能登町の歴史、文化、自然、
人物、特産品、観光地などを 100
のクイズにして毎月 10問ずつ出題
します。クイズに挑戦して、能登町
の魅力を再発見してみましょう。
　あなたは何問わかりますか？

Q51 ノメロまたはズベリと言って
いるキノコの共通名は？
①アミタケ　②クリタケ　③ヌメリ
タケ
Q52 七見にある「なごみ」自慢の
温水プールは水温、室温とも一定の
温度に保たれている。その温度は？
① 27度　② 30度　③ 33度
Q53 当町で言うアブラメの標準和
名は次のどれか？
①アイナメ　②クジメ　③ホッケ
Q54 能登町百景の銀賞「滝之坊や」
はある樹木を刈り込みユーモラスな
顔をかたどっている。その樹木は？
①キャラボク　②イヌツゲ　③サツキ
Q55 北河内トンネルは町内最長。
その長さは？
① 606 ｍ　② 706 ｍ　③ 806 ｍ
Q56 藩政期、加越能三国内で初めて
サツマイモを栽培したのは内浦長尾
の浜屋七郎兵衛である。その年代は？
①文化年間　②文政年間　③天保年間

Q57 観光物産が勢ぞろい！街の駅
ぽっぽ家はどこにあるか？
①能都共同福祉会館　②旧のと鉄道
宇出津駅　③宇出津新町通りの店舗
Q58 郷土の生んだ日本画家・羽根
万象 (H19,8,8 逝去 ) が若き日に上
京、師事した巨匠は？
①前田青邨　②鏑木清方　③伊東深水
Q59 冷凍スルメイカの日本三大水
揚港を誇る小木港のイカ釣り漁に従
事する外国人研修生の国籍は？
①インドネシア　②ベトナム　
③フィリピン
Q60 植物公園で、
秋空高く舞い上が
る数々の変わり凧

たこ

。
次のうち本物でな
いのはどれ？
①うなり凧　②ふと
ん凧　③まくら凧

〈9 月号回答〉Q41②中国／ Q42③
誇り／ Q43②松波常陸介／ Q44①駆
ける／ Q45② 4人で 2人 1組／ Q46
①舟隠し／ Q47② 4つ／ Q48③ふざ
ける／ Q49③安政 4年／ Q50①布浦
鹿泊
問商工観光課☎ 72-2505
　　　　　   Fax72-2108

㈰

11
11

●日時　11月 11日㈰ 10:00 ～ 16:00
●会場　柳田植物公園（満天星・レストラン花菖蒲）

●対象　能登町在住の独身男性および石川
県内在住の独身女性でいずれも 20代から

40代の出会いを求めている方

各10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　3,000 円（昼食代ほか）
●内容　自己紹介・ゲーム・昼食・アトラ
クション・トークタイムなど

●申込受付　氏名、年齢、性別、住所、
電話番号を記入のうえ下記まで郵送・

FAXまたはメール（タイトルに【こいこい能登申

込】と明記）で申込みください。

●申込期限　11月 5日㈪

問〒 927-0695　
石川県鳳珠郡能登町字松波 13-75

能登町教育委員会事務局 生涯学習課

☎ 0768-72-2510 ℻ 0768-72-2393

e-mail:shougaigakushuu@town.noto.lg.jp

行為に対する苦情が増加しています。
モラルを守り、きれいな町づくりに努
めましょう。
◆犬と猫を考えるパネル展
〈日時・場所〉10 月 27 日㈯・28 日㈰
10:00 ～ 16:00　内浦福祉センター
問環境対策課 ☎ 62-8507

2008 プレミアムパスポート申請受付中

〈対象世帯〉住民票上の同世帯の中に
平成 20 年 1 月 1 日現在 18 歳未満の
お子さんが 3人以上いる世帯
〈受付期限〉平成 20 年 11 月 30 日まで
〈申請方法〉申請書に必要事項を記入
し郵送または応募箱へ投函してくださ
い。※お急ぎの方は郵送してください。
〈申請書・応募箱のある場所〉役場各
窓口、各支所・出張所、こどもみらい
センター、まつなみキッズセンター
〈申請先〉子育てにやさしい企業推進
協議会☎ 076-262-1540
◆パスポートをお持ちの方へ
　町指定の燃やせるごみ袋（年間 10
枚入り 10 袋）を無料配布します。パ
スポート２枚と印かんを持参くださ
い。健康福祉課、能都・柳田各サービ
ス室で受け取れます。
問健康福祉課  児童保育 ☎ 72-2512

【今月の納税】
国民健康保険税第１期
固定資産税（都市計画税）第２期　

納期限：7月 31 日㈫

お知らせ
町有財産売払入札の実施　　    

　次のとおり町有財産（土地）の一般
競争入札を行います。入札希望の方は
入札説明書の交付を受け必要書類を提
出してください。
〈一般競争入札に付す物件および最低売却価格〉
物件：能登町字石井リ字 17 番地 1
　　　（宅地）面積 317.00 ㎡　
最低売却価格：￥2,536,000 －
〈入札および開札の日時・場所〉
10 月 18 日㈭ 10:00 ～
能都庁舎 3階 302 会議室
〈入札説明書の交付期間〉
10 月 1 日㈪～ 15 日㈪ 9:00 ～ 17:00
※土日・祝日を除く
〈入札説明書の交付場所〉
監理課、柳田・内浦各サービス室
問監理課 ☎ 62-8504

水道管の現地調査に伺います    

　水道管の漏水および位置確認の現地
調査を行います。各家庭の量水器の調
査には作業従事者証明書を常時携帯し
た作業員が敷地内に立ち入る場合もあ
りますのでご協力ください。
〈期間〉10 月上旬～ 11 月下旬
〈場所〉能登町管内（柳田地区・未給
水地域を除く全域）
〈請負者〉フジ地中情報㈱金沢事務所
問水道課 ☎ 72-2508

10 月は木づかい推進月間です    

　10 月 8 日は木の日（十と八で木）
です。二酸化炭素をたっぷり吸収する
元気な森作りには、植える・育てる・

収穫する・上手に使うというサイクル
が重要です。石川県の森のためにもっ
と「いしかわの木」を使いましょう。
問農林水産課 ☎ 76-8302

テント・机・イスを貸出します　

　宝くじの普及と地域の健全な発展を
目指す宝くじ助成事業により、新たに
テント・机・イスを購入しました。魚
介類や山菜などを販売するイベント
や、町内会などが主催する伝統芸能を
通じた地域間交流事業などの行事に貸
出します。
〈貸出用具〉ロイヤルパワーテント2×
3間5張、机20卓、パイプイス60脚
問商工観光課 ☎ 72-2505

外国人雇用ルールが新しくなります  

　外国人労働者（特別永住者を除く）
を雇用する場合、その氏名、在留資格
などのハローワークへの届出が必要で
す。窓口で配布する届出様式に必要事
項を記入して届けましょう。
〈届出期限〉雇入れ、離職ともに翌月
末日まで
問石川労働局職業安定部職業対策課
　☎ 076-265-4428

10 月 1日は浄化槽の日　　　  

　公共用水域の汚濁の多くは家庭から
の排水が原因です。家庭排水は下水道
処理以外では各浄化槽で処理されます
が、この排水により側溝・河川などが
汚染されたり悪臭などで近隣から苦情
がでないよう、法に基づき適正な管理
をしましょう。
問下水道課 ☎ 72-2507

サケを捕るとあなたも捕まる！ 

　河川での「サケ（鮭）」の採捕は水産
資源保護法により禁止されています。
サケの回帰は美しい河川環境の証で
す。採捕せず温かく見守りましょう。
問農林水産課 水産分室 ☎ 62-8508

土地活用 みんなで創る 美しいまち 

　10 月 1 日は土地の日です。土地に
ついての基本理念、土地政策の目標、
土地問題の現状と課題などについて理
解と感心を高めましょう。
問企画財政課 ☎ 62-8503

労働保険の加入手続きはお済みですか

　労働者を１人でも雇用していれば加
入が必要です。パートタイム労働者で
あっても週の所定労働時間が 20 時間
以上で１年以上の雇用見込があれば雇
用保険加入が必要です。
問ハローワークのと ☎ 62-1242

環境対策課からのおはなし　    

◆内浦地区ごみ収集について
　10 月 9日㈫は休みとなります。
◆廃船の処理に困っていませんか？
　県で推進する FRP 船リサイクル事
業についてのお問い合せは FRP リサ
イクルセンター☎03-3567-6929まで。
◆良心が痛みませんか？
　川や海へ生活ごみを
捨てる人。空き缶をポ
イ捨てする人。犬を放
し飼いしフンの後始末
をしない人。環境破壊
につながるこのような

能登町役場各課直通電話番号一覧　【代表番号☎62-1000】
能都庁舎：総務課☎62-8510／企画財政課☎62-8503／税務課☎62-8505／収納対策室☎62-8506／環境対策課☎62-8507／会計課☎62-8509
　　　　　監理課☎62-8504／農林水産課水産分室☎62-8508／能都サービス室☎62-8500
内浦庁舎：健康福祉課（児童保育）☎72-2512／（医療介護）☎72-2502／（福祉庶務）☎72-2503／（健康推進）☎72-2504／（包括支援）☎72-2513
　　　　　商工観光課☎72-2505／海洋深層水対策室☎72-2506／学校教育課☎72-2509／生涯学習課☎72-2510／水道課☎72-2508　
　　　　　下水道課☎72-2507／町民課☎72-2501／内浦サービス室☎72-2500
柳田庁舎：農林水産課☎76-8302／農業委員会☎76-8303／建設課☎76-8304／広報情報推進課☎76-8301／柳田サービス室☎76-8300
議会庁舎：議会事務局☎76-8310

【今月の納税】
町県民税  第３期
国民健康保険税  第 4 期

納期限：10 月 31 日㈬
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くらしの  掲示板 
平成20年4月からの

「後期高齢者医療制度」で受けられる給付
①医療費が高額になったとき（高額医療費の支給）

　１カ月の医療費が高額になったときは、申請により自己負担限度額を超えた分
が払い戻しされますので申請してください。
　入院時は限度額までの窓口負担となります。

◆高額医療・高額介護合算制度

　介護サービスの利用料と医療費の自己負担額の合算が高額になったときは、限
度額を超えた分が支給されます。

②やむを得ず全額自己負担したとき（療養費の支給）

　次のような場合にはいったん医療費の全額を支払い、申請により自己負担額分
を除いた額が支給されます。

　●急病などで被保険者証を持たずに診療を受けたとき
　●医者が認めた、はり・灸・マッサージなどの施術を受けたとき

　●医者の指示により、コルセットやギブスなどの補装具代がかかったとき

　●海外渡航中に治療を受けたとき　など

問健康福祉課 医療介護 ☎ 72-2502　後期高齢者医療広域連合 ☎ 076-223-0140

区分 公の施設の名称 所在地 指定管理者が行う管理基準および業務範囲

①

国民宿舎能登うしつ荘

羽根 5字 4番地 「うしつ荘」として一括管理とする。詳細は仕
様書による。

簡易宿泊所
総合コミュニティーセンター
潮騒の丘

②
国民宿舎能登やなぎだ荘

柳田知部 1番地 「やなぎだ荘」として一括管理とする。詳細は
仕様書による。御前

温泉センター

③
体験交流施設ラブロ恋路 恋路 3字 18 番地 「ラブロ恋路」として一括管理とする。詳細は

仕様書による。恋路ふれあい農園 恋路 3字 31 番地 1

④ ふれあいの里（管理施設） 上町ロ部 15 の 1番地
売店・コテージ・レストラン部門を除く、植物
公園および園内各施設の一括管理とする。詳細
は仕様書による。

⑤ ふれあいの里（営業施設） 上町ロ部 15 の 1番地
植物公園内の売店・コテージ・レストラン部門
（花菖蒲・ふれあいハウス・合鹿庵）の運営を
一括管理とする。詳細は仕様書による。

⑥
セミナーハウス山びこ

黒川 33 字 61 番地 「セミナーハウス」として一括管理とする。詳
細は仕様書による。ふれあい工房

⑦
真脇ポーレポーレ 真脇 19 字 110 番地 「ポーレポーレ」として一括管理とする。詳細

は仕様書による。縄文真脇温泉浴場 真脇 19 字 39 番地

⑧ 真脇遺跡公園 真脇 19 字 39 番地 真脇遺跡公園として一括管理とする。詳細は仕
様書による。

公の施設の指定管理者を募集します

〈募集期間〉10 月 1 日㈪～ 31 日㈬正午まで
　　　　　 ※ 10 月 10 日㈬に説明会を開催します
〈指定期間〉平成 20 年 4月 1日～平成 25 年 3月 31 日（5年間）
〈応募資格〉県内に本社または事業所を有する法人またはその他の団体
〈その他〉募集要項や仕様書などの問い合わせは商工観光課☎ 72-2505 まで

講    習 ･ イベ ント
たこすかし名人になろう！　    

　マダコをつかまえ、その特徴や生態
について解説します。（荒天時は室内）
〈日時〉10 月 13 日㈯ 13:30 ～ 15:30
〈対象〉小学校低学年以下の方は保護
者同伴でお願いします。（定員：20 人）
〈場所〉のと海洋ふれあいセンター周辺
〈参加費〉無料、ただし高校生以上の
方は入館料 200 円が別途必要
〈持ち物〉長ぐつなどの雨具
問のと海洋ふれあいセンター
　☎ 74-1919

能登里山マイスター養成プログラム

　金沢大学が奥能登４市町と連携して
実施する「地域づくり支援講座」はど
なたでも聴講できます。講座内容は次
のとおりで、申込みは不要です。
〈場所〉能登空港ターミナルビル４階
〈時間〉18:20 ～ 19:50 ※聴講は無料
■リスク管理を考える３回連続講座
5日㈮  食料・農林水産業のリスクと
奥能登の再生
12 日㈮  再度、能登に震災は来るのか
19 日㈮  身近に起きる生態系のリスク
■ブランド創出をめざす３回連続講座
26日㈮  能登のブランド化戦略を考える
11 月 2日㈮  能登半島の地域力
11 月 9日㈮  私の『能登エコビレッジ』
構想
問金沢大学社会貢献室 ☎076-264-6698

森林組合デー「林業まつり」　   

〈日時〉10 月 20 日㈯・21 日㈰
　8:30 ～ 16:30（2 日目は 15:30 まで）
〈場所〉のと森林組合本所（穴水町）
〈内容〉資材・器具・庭木・花類展示即売、
飲食コーナー、林業教室ほか
※先着 50 人に花木の苗をプレゼント
します。
問のと森林組合 ☎ 0768-52-0316

元気宣言能登 in 航空祭 2007     

〈日時〉10 月 6 日㈯・7日㈰・8日㈪
9:00 ～ 16:00
〈場所〉日本航空学園  輪島校
〈内容〉生徒による編隊飛行・アトラク
ション・航空機展示・ネコバス走行・
模擬店・スカイダイビング・観閲式（7日）
※ 7日㈰は、オープンキャンパスを開
催しています。
問日本航空学園  輪島校
　☎ 0768-26-2255

フリーマーケットに参加しよう！

〈日時〉10 月 27 日㈯ 10:00 ～ 15:00
〈場所〉能登空港前広場（出店無料）
〈出品可能なもの〉衣類・雑貨など
〈申込受付〉ハガキまたは FAX で氏名、
住所、電話番号、品目を明記のうえ
10 月 12 日㈮までに申込みください。
問能登空港賑わい創出実行委員会
　☎ 0768-26-2303　℻ 0768-26-2305

募　集
町営住宅入居者募集　　　　    

〈募集期間〉10 月 1 日㈪～ 15 日㈪
〈対象住宅〉
①鵜川駅前団地　3DK 1 戸（七見）
②九十九団地　3K 1 戸（小木）
③宇出津新港住宅　3DK１戸（宇出津新港）
④桜木住宅　3DK1 戸（鵜川）
〈家賃〉①月額 45,000 円
　　  　②・③・④所得により決定
〈入居資格〉
・能登町に住所を有する方（予定者も含む）
・住宅に困窮している方
・町税などの滞納がない方
・収入基準：①は所得月額が 20 万円
　以上、②・③・④は 20 万円未満

※単身の方はご遠慮いただくことがあ
ります。
問 建設課 ☎ 76-8304

看護師等修学資金貸与生募集    

〈申請期限〉10 月 31 日㈬
〈応募資格〉保健師、助産師、看護師
の養成施設に在学し卒業後公立宇出津
総合病院で看護師の業務に従事しよう
とする方（石川県地域医療支援看護師
等研修学資金制度との重複貸与は不可）
〈貸与金額〉月額 5万円（年額 60 万円）
〈返還が免除される場合〉卒業後 1年
以内に看護師等の免許を取得、公立宇
出津総合病院で看護師の業務に従事
し、その期間が貸与を受けた期間以上
となったとき。
問公立宇出津総合病院 ☎ 62-1311

海技免状受有者等を募集　　    

〈船艇職員〉航海：10 人   機関：10 人
〈無線従事者〉通信・技術：若干名
〈航空機職員〉飛行：5人   整備：5人
〈受験資格〉別途問い合わせください
〈受付期間〉10 月 12 日㈮～ 26 日㈮
〈試験日〉11 月 18 日㈰
問能登海上保安署 ☎ 74-8118

相　談
行政に対する相談は行政相談委員へ 

〈行政相談委員・定例相談所〉
◆吉岡梅子（柿生 ☎ 67-1920）
偶数月の 19 日（休日の場合は前平日）
10:00 ～ 12:00 能都庁舎
◆広橋義男（石井 ☎ 76-0831）
第２・４火曜日 10:00 ～ 15:00 笹ゆり荘
問石川行政評価事務所（相談受付可） 
　☎ 076-222-5232

働き過ぎていませんか…？　    

　過労死や精神障害、仕事の疲れやス

トレスからくる健康被害などについて
の相談を受付けます。
〈受付時間〉月～金曜日 9:00 ～ 17:00
問㈶労災年金福祉協会
　石川労災年金相談所 ☎076-264-3623

行政書士無料相談会　　　　    

◆無料電話相談
〈日時〉10 月 5 日㈮～ 7日㈰ 10:00 ～
16:00　☎ 076-268-9110
◆面談による無料相談会
〈日時〉10 月 7 日㈰ 10:00 ～ 16:00
〈場所〉ショッピングセンターファミィ（輪島市）
問県行政書士会事務局 ☎076-268-9556

巡回就学相談　　　　　　　     

〈日時〉10 月 11 日㈭ 14:00 ～ 16:00
〈場所〉宇出津公民館
〈相談内容〉子どもの発達相談、就学
に関する情報提供、具体的な就学相談
〈申込受付〉各保育所（園）、学校へ申
込みください
問学校教育課 ☎ 72-2509

法律相談　　　　　　　　　    

〈10 月の相談日〉4 日、11 日、18 日、
25 日（木曜日）13:45 ～ 16:15
〈場所〉穴水町地域情報センター
〈相談料〉30 分以内　5,000 円
〈申込受付〉相談日前日の午後 5時ま
でに電話で予約ください。
問 金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談　　　　　　　    

〈能都庁舎〉
　9日㈫、19 日㈮  10:00 ～ 12:00
〈笹ゆり荘〉
　9日㈫、23 日㈫  10:00 ～ 12:00
〈内浦福祉センター〉
　10 日㈬  13:30 ～ 15:30
〈小木支所〉　22 日㈪ 13:30 ～ 15:30
問 社会福祉協議会 ☎ 72-2322



穴水町
○牛＆ワインまつり　10月 7日㈰

〈見所〉会場となる「まいもん体験農園」に
は総延長約 50ｍの炭火コンロが置かれ、ま
いもん屋台が並びます。焼肉と秋の味覚を味
わいましょう。能登ワインもぜひどうぞ！
問穴水町産業建設課☎ 0768-52-3660

輪島市
○マンガキャラクター仮装コンテスト
　　　　　　　　　　　　　10月 21 日㈰

〈見所〉永井豪氏を審査員長に「仮装コンテ
スト」を「わじま農林漁業まつり」と一緒に
開催！最優秀賞には10万円！参加者募集中。
詳しくは、輪島市のホームページをご確認く
ださい。

珠洲市
○なつかしの名画上映会
　　　　　　　　10月 27 日㈯・28 日㈰

〈見所〉「ニッポン無責任時代」「喜劇・女は
男のふるさとヨ」などの名画４作品を上映。
ワンコイン（500 円）で、懐かしいあのこ
ろに戻れるかも…。上映時間など詳しくはラ
ポルトすず☎ 82-8200 まで。
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10 月の新刊案内

青春の守護者　　森村 誠一
楽園 上・下　　宮部みゆき
狸穴あいあい坂　　諸田玲子
夜明けの街で　　東野圭吾
無双十文字槍　　犬飼六岐
猫鳴り　　沼田まほかる
退職刑事　　永瀬隼介　 ほか

行事あんない

■おはなし会　　　13 日㈯ 14:30
■おはなし学習会　10 日㈬ 19:30
■おはなし勉強会　21 日㈰ 13:30
■読書会　　　　　24 日㈬ 13:30
〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日、  月末（図書整理日）

井上隆司 著
■問答式家庭の年金相談
　賢い年金のもらい方を身につ
けてあなたの暮らしを豊かに

棚橋節子他 著
■あたらしい家庭の冠婚葬祭
　冠婚葬祭についてイラストや
図表を使って分かりやすく説明

こどもみらいセンター　☎ 62-1503
　　　　　◆開館時間 9:15 ～ 17:30　◆休館日  月曜日、第３日曜日
5日㈮ 10:30　★ぴよぴよタイム
6日㈯ 10:00　こどもクッキング
19 日㈮ 10:30　★子育て教室
26 日㈮ 10:30　★身体計測
27 日㈯ 10:00　秋の遠足（小学生以上）
★：対象は未就園児の親子
　　　　　　　　
まつなみキッズセンター　☎ 72-0269
　　　　　◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
3日㈬ 15:00　お月見ミニお茶会
6日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
10 日㈬ 15:00　あっぷるくらぶ「ふれあいレクリエーション」
17 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「食欲の秋！巨大のりまき作り」
20 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
4日・11 日・18 日・25 日㈭ 10:00　児育て教室　

秋田わか杉国体に能登町選手団が出場
　第 62回国民体育大会に能登町から
４競技に 12 人の選手が出場します。
選手の健闘を心からお祈りします。
〈陸上〉少年男子 A棒高跳　佐小田孝
一（珠洲実高：柳田中出身）〈バスケッ
トボール〉少年女子　田中成美（金沢
西高：小木中出身）　小宿咲（津幡高：
小木中出身）〈ソフトテニス〉成年男
子　高山奏英（ハセガワスポーツ：瑞
穂中出身）　高山知之（日本デリバリー
フーズ㈱：瑞穂中出身）新平浩之（㈱
ニッコー：能都中出身）成年女子　川
口晶子（早稲田大：能都中出身）川原
智恵子（日本体育大：能都中出身）少
年男子　寺下将司（小松市立高：鵜川
中出身）　高宮大介（能都北辰高）　坪
根俊幸（能都北辰高）〈相撲〉成年 A
坂下昭徳（能登町役場）
第 3回能登町民ソフトテニス大会
〈日時〉10 月 14 日㈰ 9:30 受付
〈場所〉能都県民テニスコート
〈内容〉一般の部（男女）・シニアの部
（45 歳以上男女）・ミックスの部（男
女混合）・楽しいゲーム
〈参加費〉1 ペア：1,000 円
※個人でも申込みできます。
〈申込期限〉10 月 9日㈫
問公立宇出津総合病院事務局内
　☎ 62-1311 蓑島まで
町民インディアカ大会
〈日時〉10 月 15 日㈪初日  毎週月・
木曜日（全 10日間）19:00 ～
〈場所〉内浦体育館
〈対象〉能登町在住の町民または勤務
者（学生を除く）
〈チーム編成〉4 人 1組（選手交代可）
〈申込期限〉10 月 11 日㈭
問内浦体育館 ☎ 72-0200 ℻ 72-0220

柳田植物公園チビッコ駅伝大会
〈日時〉10 月 27 ㈯ 8:00 受付 10:00
スタート（雨天決行）
〈場所〉柳田植物公園内特設コース
〈対象〉健康で完走できる小学生
〈競技方法〉5 人 1チームとし 1周 2.2
㎞の周回コースをタスキでリレーする
〈チーム編成〉監督 1人、コーチ 1人、
選手 5人、補欠 2人で男女の別は問
わない
〈参加費〉1 チーム 2,000 円
〈参加申込〉事前に健康診断を受け「参
加申込書兼誓約書」に必要事項を記入
のうえ申込みください
〈申込期限〉10 月 17 日㈬
問町陸上競技協会　
　☎・℻ 76-0633 干場廣規

第 43回北信越相撲選手権（8/26）
〈個人一般・大学生〉①坂下昭徳
全日本中学校通信陸上競技石川県大会
（7/14・15)
■柳田中学校
〈女子共通 100mH〉③西なつみ（15
秒 56）⑤信田紗由里（15秒 85）
〈女子共通砲丸投〉⑦山本紗生（9m29）
〈女子共通 4種〉⑧小谷彩佳（1,765 点）

石川県中学校ソフトテニス選手権大会
（8/26 ～ 28）
■鵜川中学校
〈男子団体〉①〈男子個人〉①寺下洸平・
浜高彰仁 組②仙福雄一・中田大雅 組
③清水良雅・寺西久敬 組
〈女子団体〉①〈女子個人〉②木村優里・
善野由希栄 組③元  悠香・谷内美咲 組
奥能登中学校軟式野球内浦大会(9/1・2)
③能都中学校
北信越小学生バドミントン選手権大会
石川県予選会 (9/8）
〈4年生以下男子シングルス〉
③隅屋太郎（柳田バドミントン奥能登
クラブ）
石川県少年相撲選手権大会（9/9)
〈団体〉①能登町相撲教室　
木谷  匠（松波小 4年）坂口祐哉（松
波小 5年）橋本修弥（宇出津小 6年）
坂口柾起（松波小 3年）

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
    団などからの報告により掲載しています。
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全国中学校体育大会ソフトテニス女子

ニ田早智子・佐々木真子 組 準優勝！
　宮城県で開催された全国中学校体育大会ソフトテニス競技に出場したニ田
早智子（写真右）・佐々木真子（写真左）組が個人の部で見事準優勝に輝きました。
第２シードから勝ち上がり決勝戦では僅差で惜しくも敗れたものの、中学校生
活最後の大会でもその実力を見せつけました。
　8月 29 日に行われた全国大会報告会では、町から各競技に出場した 11 人
の選手らと共に能都庁舎を訪れ、持木町長に結果を報告しました。
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安 心  安  全 ま ち づ く り

3031

8 月 16 日～ 9月 15 日（50 件）

件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者
【建設課：28 件】 【下水道課：7件】

町道２級藤ノ瀬１号線  道路改良工事 藤ノ瀬 15,880,000 ㈲宮田組 浄化槽市町村整備推進工事  その 10 矢波 840,000 山本鉄工所

県単急傾斜地崩壊対策事業  田町工事 宇出津 8,500,000 ㈱ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ開発 浄化槽市町村整備推進工事  その 11 福光 1,070,000 ㈲千司

町道藤ノ瀬 3号線  道路災害復旧工事 藤ノ瀬 1,550,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 浄化槽市町村整備推進工事  その 12 宇出津山分 1,000,000 鈴平建設㈱

町道 1級笹川宇出津 1号線  道路災害復旧工事 大平 2,200,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 浄化槽市町村整備推進工事  その 13 瑞穂・本木 2,600,000 みずほ建材

町道 2級瑞穂鶴町 1号線  道路災害復旧工事 爼倉 14,300,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ （松波処理区）管渠詳細設計業務 松波 6,200,000 ㈱中央設計技術研究所

町道 1級九里川尻越坂 1号線  道路災害復旧工事 九里川尻 6,200,000 丸建道路㈱ （松波処理区）管渠築造工事  その 2 松波 22,600,000 興信工業㈱

町道鈴ヶ嶺 1号線  道路災害復旧工事 鈴ヶ嶺 4,280,000 勘屋組 （松波処理区）管渠築造工事  その 3 松波 20,300,000 西中建設㈱

町道寺分 2号線  道路災害復旧工事 寺分 6,700,000 ㈱ｿﾃｯｸ 【水道課：6件】

町道 2級寺分曽又 1号線  道路災害復旧工事 寺分 5,550,000 ㈱ｿﾃｯｸ 道路特別整備工事に伴う配水管布設替工事 羽根 1,720,000 水本設備

町道 2級寺分曽又 1号線  道路災害復旧工事 五郎左エ門分 2,500,000 能登舗道㈱ 配水管布設替工事（松波その 3） 松波 6,250,000 宝成工建㈱

町道 2級寺分曽又 1号線  道路災害復旧工事 五郎左エ門分 8,800,000 協和道路㈱ 植物公園配水池工事 上町 26,300,000 隅屋建設㈱

町道神和住 3号線  道路災害復旧工事 神和住 6,250,000 ㈲共栄建設 植物公園配水池電気設備工事 上町 18,140,000 ㈱柿本商会

町道斉和 1号線  道路災害復旧工事 中斉 2,850,000 島屋建設㈱ 舗装復旧工事（山田工区） 山田・本木 14,600,000 丸建道路㈱

町道黒川 2号線  道路災害復旧工事 黒川 14,300,000 ㈲ﾓｱｸﾞﾘｰﾝ 本木減圧弁電気計装設備工事 本木 10,400,000 ㈱柿本商会

町道柳田 5号線  道路災害復旧工事 柳田 9,000,000 加州建設㈱ 【農林水産課：6件】

町道当目 1号線  道路災害復旧工事 当目 1,550,000 島屋建設㈱ 林道赤畑線開設工事 当目 22,600,000 ㈲渡瀬建設

町道当目大箱 1号線  道路災害復旧工事 当目 16,580,000 寺西建設㈱ 林道上河内線開設工事 北河内 22,850,000 寺西建設㈱

町道北河内 9号線  道路災害復旧工事 北河内 9,000,000 柳田建設㈱ 林道宮地線舗装工事 宮地 12,500,000 丸建道路㈱

普通河川波並川  河川災害復旧工事 波並 2,820,000 札木建設 松波漁港災害復旧工事 松波 2,300,000 ㈱西中建設

普通河川田ノ浦川  河川災害復旧工事 宇出津山分 4,800,000 鈴平建設㈱ 比那漁港災害復旧工事 布浦 9,800,000 ㈱西中建設

町道 2級大箱北河内 1号線  道路災害復旧工事 大箱 13,600,000 柳田建設㈱ 白丸漁港海岸災害復旧工事 白丸 5,200,000 ㈱西中建設

町道 1級神和住柳田 1号線  用地測量業務委託 柳田・神和住 7,000,000 ㈲武田測量設計事務所 【生涯学習課：3件】

町道 1級神和住柳田 1号線  路線測量業務委託 柳田・神和住 4,700,000 ㈱利水社  能登営業所
被災に伴う岩井戸公民館当目分館一部
解体工事 当目 1,730,000 ㈲宮口建設

町道 1級神和住柳田 1号線  詳細設計業務委託 柳田・神和住 5,000,000 大洋ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱ 柳田地区公園植栽工事 柳田 1,460,000 柳田庭園

宇出津 10 号線整備工事（消雪工） 宇出津 29,000,000 ㈱鼎建設 真脇遺跡史跡整備事業  遺構測量業務 真脇 900,000 ㈱地域みらい

能登町都市計画基礎調査業務 管内 1,500,000 ㈱国土開発ｾﾝﾀｰ

道路 20 号線外整備工事 宇出津 4,870,000 札木建設

町道 1級真脇小木 1号線  道路改良工事（法面工） 姫 28,900,000 ㈱ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ開発 ※入札結果の件名は一部省略してあります。
　落札額には消費税相当額は含まれていません。
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「
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を
」

■
自
営
業
や
学
生
の
方

　
【
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1
号
被
保
険
者
】

・
国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
や
共

済
年
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会
社
員
・
公
務
員
）に
な
っ

た
と
き
・
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

加
入
の
方
と
結
婚
し
、扶
養
と
な
っ

た
と
き

■
会
社
員
・
公
務
員
の
方
【
第
2
号
被
保
険
者
】

・
会
社
を
退
職
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
・
会
社
を

退
職
し
、
配
偶
者
（
夫
又
は
妻
）
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

■
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
（
会
社
員
・
公
務
員
の
配
偶
者
）

　
【
第
3
号
被
保
険
者
】

・
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
っ
た
と
き

・
配
偶
者
が
退
職
し
、
自
営
業
に
な
っ
た
と
き

「
電
話
で
年
金
番
号
は
尋
ね
ま
せ
ん
」　

　

能
登
町
の
住
民
の
方
へ
女
性
の
声
で
「
年
金
を
支
払
っ
て
い
る

本
体
の
と
こ
ろ
」
と
名
乗
り
「
お
金
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
み
な
さ

ん
に
配
布
し
た
い
が
年
金
番
号
が
分
か
ら
な
い
の
で
知
ら
せ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
内
容
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
電
話
で
年
金
番
号

を
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
出
張
年
金
相
談
」

〈
日
時
・
場
所
〉
10
月
12
日
㈮
10
時
〜
・
柳
田
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

〈
持
参
す
る
も
の
〉
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）・
健
康

保
険
証
・
免
許
証

〈
相
談
〉
七
尾
社
会
保
険
事
務
所
職
員

問
七
尾
社
会
保
険
事
務
所　

☎
０
７
６
７
ー
53

－

６
５
１
１　

問
町
民
課
年
金
係
☎
72

－

２
５
０
１

能
都
サ
ー
ビ
ス
室
☎
62

－

８
５
０
０

柳
田
サ
ー
ビ
ス
室
☎
76

－

８
３
０
０

年あなたの年金は
第○号？

「119番」通報は、
能登消防署にかかります！

119番通報の受信先が変わりました！

　旧内浦町、旧柳田村における一般電話からの 119 番
通報は、従来内浦分署・柳田分署で受信していましたが、
8月 30 日から能登消防署で一括して受信しています。
　119 番通報の際には焦らずに落ち着いて、住所、氏名、
電話番号をはっきり伝えてください。

第 1回能登町防災総合訓練に参加しよう！
　10 月 21 日㈰午前 8時から宇出津新港緑地公園で防災総合訓練が行われます。3月 25 日に発生し
た能登半島地震を教訓とし、日ごろから災害に強い町づくりを目指すため町民のみなさんの積極的な
参加をお願いします。7ページの関連記事もご覧ください。

運転者本人に対する罰則

【酒酔い運転】
３年以下の懲役または 50 万円以下の罰金
　⇒５年以下の懲役または 100 万円以下の罰金
【酒気帯び運転】
１年以下の懲役または 30 万円以下の罰金
　⇒３年以下の懲役または 50万円以下の罰金

飲酒運転を助けた者に対する罰則

　車両を提供、酒類の提供、要求・依頼しての同
乗も厳しく罰せられます。

　

飲
酒
運
転
の
罰
則
が
重
く
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
平
成
19
年
９
月
19
日
施
行
）

全国地域安全運動 10 月 11 日㈭～ 20 日㈯

みんなで
つくろう
安心の街

～鍵かけは  小さな仕事  大きな防犯～

　この運動は地域住民・自治体・民間ボランティア
などと警察が協力し「安心して暮らせる地域社会の
実現」を図る目的で実施されるものです。

いますぐできる防犯活動！

♪外出の際は短時間でも必ず戸締りをしましょう
♪普段から近所同士で声を掛け合いましょう
♪車内に貴重品、現金、免許証、カバン等を放置
　しないようにしましょう
♪車を離れるときは窓を　
　閉め、キーを抜き必ず
　ドアロックをしましょう
♪自転車にも鍵をかけま　
　しょう
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健康福祉課 ☎ 72-2504
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宇出津総合病院だより（☎ 62-1311） http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

メタボリックシンドロームを予防・解消しよう！
～まずスタートは肥満の確認から～

BMI 判定

18.5 未満 低体重

18.5 ～ 25.0 普通体重

25.0 以上 肥満

基本健康診査における BMI 判定（平成 17 年）

内臓脂肪蓄積の危険性あり

男性 85 ㎝以上 女性 90 ㎝以上

　■新任医師紹介　皮膚科　若松 伸彦 医師
　10 月 1 日から皮膚科に勤務とな
りました若松伸彦（ワカマツ・ノブ
ヒコ）と申します。出身は兵庫県で
石川に来て 20 年ほどになります。
これからの時期、空気が乾燥し皮膚
がカサカサしてかゆくなったりする
方が増えると思います。皮膚の乾燥

やかゆみでお悩みの方はどうぞお気軽に皮膚科にお越
しください。よろしくお願いいたします。

■小児科専門外来　
　〈循環器〉10月 2日㈫ 14:00 ～ 16:00　
　〈小児神経〉10月 23 日㈫ 14:00 ～ 16:00
■診察日の変更

３～４カ月児健診・BCG接種
〈日　時〉10 月 18 日㈭（受付）13:10 ～ 13:30
〈場　所〉能都庁舎  １階集会室
〈対象児〉平成 19 年 6月 1日～ 7月 12 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、ＢＣＧ予診票、
　　　　   バスタオル、おむつ
〈担　当〉３～４カ月児健診：公立宇出津総合病院小児科医師
　　　 　 ＢＣＧ接種：千間医師

３歳児健診
〈日　時〉10 月 25 日㈭（受付）13:10 ～ 13:30
〈場　所〉能都庁舎  ４階ホール
〈対象児〉平成 16 年 7月～ 8月生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票①・②、採尿容器
〈担　当〉小児科医師・歯科医師・歯科衛生士・保健師・栄養士・
　　　　 保育士

赤ちゃん相談
〈日　時〉10 月 11 日㈭（受付）9:30 ～ 11:10
〈場　所〉まつなみキッズセンター
〈対象児〉満１歳未満のお子さん
〈ミニ講話〉「冬にむけての健康講話」10:00 ～
〈持ち物〉母子健康手帳、バスタオル、おむつ など
〈担　当〉保健師・栄養士

ポリオ生ワクチン投与
〈日　時・場　所〉
■ 10 月 2日㈫ 14:00 ～ 14:30 受付
　まつなみキッズセンター（担当：武田医師）
■ 10 月 16 日㈫ 13:10 ～ 14:00
　能都庁舎  １階集会室（担当：中沢医師）　
〈対象児〉生後３カ月～ 90 カ月でポリオワクチンを２回投
　　　　   与していないお子さん
〈持ち物〉母子健康手帳・予診票

診療科 10月からの診察日 担当医

神経精神科
火曜日の午前 常重医師

水曜日の午前 平松医師

耳鼻咽喉科
月曜日の午前 三輪医師

金曜日 達富医師

受
け
て
ま
す
か

女
性
が
ん
検
診

検診日 会　　場 受付時間

2 日㈫
鵜川公民館 13:30 ～ 14:30

能都社会福祉会館 18:30 ～ 19:30

3 日㈬ 小木地区活性化センター
13:30 ～ 14:30

18:30 ～ 19:30

4 日㈭ 柳田山村開発センター 13:30 ～ 14:30

14 日㈰ 内浦福祉センター 9:00 ～ 10:00

27 日㈯ 柳田山村開発センター 9:00 ～ 10:00

28 日㈰ 能都社会福祉会館 9:00 ～ 10:00

29 日㈪ 高倉公民館 13:30 ～ 14:30
※ 10 月末日まで町内医療機関で基本健康診査・女性がん検診を実施
　 しています。9月に配布したチラシをご確認ください。

　

各
地
区
で
女
性
が
ん
検
診
（
集
団
）
を
実
施

し
ま
す
。
女
性
が
ん
検
診
は
検
査
の
精
度
や
レ

ン
ト
ゲ
ン
被
ば
く
の
リ
ス
ク
か
ら
２
年
に
１
回

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
昨
年
受
診
し
た
検
診
を

確
認
し
て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
事
前
の
申

込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
子
宮
が
ん
検
診

　

対
象

：

20
歳
以
上
の
方　

７
０
０
円

■
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診

　

対
象

：

40
歳
以
上
の
方　

１
０
０
０
円

※
骨
密
度
検
診
（
か
か
と
で
検
査
）
も
実
施
し
ま
す
。

　
（
対
象

：

20
〜
69
歳
の
女
性
）

65 歳以上のインフルエンザ予防接種は 11月から
　町内の医療機関（一部町外）で 65 歳以上の方は 1,500 円でインフルエンザ予防接種ができます。接種期間は 11 月
1日～ 12 月 31 日（医療機関年末診療終了日）になります。詳しくは 11 月に配布予定のチラシをご覧ください。

　わたしは健康のために毎日ウォーキングとスト
レッチを行っています。また、昨年度の役場主催
の健康教室への参加をきっかけに、食習慣を見直
すことができました。
 その結果、食習慣ではカロリー表示を意識して
買い物をするようになり、さらに１日に必要な量
の野菜を毎日欠かさず食べるようになりました。
嗜好品などは我慢しないで一口だけ食べるよう工
夫しています。
　わたしにとって、家族の協力と気の合う仲間の
存在が健康づくりを続ける秘訣となっています。
また、体重を記録することで意欲の向上にもつな
がっています。おかげで体は軽くなり、体調も良
くなりました。
　　　　　　　　　 　　62 歳・主婦（小木地区）
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石川県

能登町

低体重
18.5 未満

普通体重
18.5 ～ 25.0

肥満
25 以上ＢＭＩ判定

◆肥満とは摂取エネルギー超過の状態です
　肥満とは摂取エネルギー（食事から得られるエネルギー）
よりも、消費エネルギーのほうが少ないことにより、体に
余分な脂肪がたまってしまう状態をいいます。

◆あなたが肥満かどうか判定します！
　肥満度の指標としてＢＭＩという体格指数が国際的に用
いられています。実際に判定してみましょう。

 ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）
例）身長 170cm、体重 75kg の人の場合
　　BMI ＝ 75.0(kg) ÷ 1.7(m) ÷ 1.7(m) ＝ 26.0
　　→判定は「肥満」です

　平成 17 年度の基本健康診査におけるＢＭＩ判定結果で
は、ＢＭＩが 25.0 以上（肥満）と判定された方の割合は
能登町のほうが石川県全体よりも多い傾向にありました。

　

◆腹囲も判定の目安になります
　また、メタボリックシンドロームを判定するときの目安
として腹囲が用いられています。腹囲は立った状態でおへ
その高さで計測します。

◆メタボリックシンドロームの危険性が高い肥満は？
　肥満は脂肪のつく部位によって皮下脂肪型と内臓脂肪型
の２つのタイプに分けられます。見た目は同じくらい太っ
ていますが、２つのタイプでは脂肪そのものの働きが異な
り、メタボリックシンドロームの危険性が高いのは内臓脂
肪型の肥満です。

◆内臓脂肪がおよぼす悪影響とは！？
　内臓脂肪の脂肪細胞からは、さまざまなホルモンが分泌
されます。運動不足や過栄養などによって内臓脂肪が増え
すぎると、悪玉のホルモンが分泌され、高血圧、糖尿病、
脂質異常症を招き、動脈硬化へとつながっていきます。

◆内臓脂肪は生活習慣の改善で減らしやすい！
　内臓脂肪は皮下脂肪に比べて合成・分解が活発なため、
たまりやすく減らしやすい特徴があります。運動量を増や
してバランスのよい食事にすると、内臓脂肪が減って健康
に、しかもナイスボディに！
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特集番組！　

★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操、18:00～ 園芸番組（木金土日は休）
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト
※

★きらきらチャンネル（自主制作番組）　　■とくトクたいむ（提供番組）　

放
送
時
間

月～金 翌日
 　 18:30 ～（初回） 6:35 ～
 　 19:30 ～ 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
　  23:30 ～

・再放送は翌日のみとなります。

月の
番組案内10こ せ き

の ま ど

8/16 ～ 9/15

※個人情報保護のため、本人またはご家族   
     の希望があったものを掲載しています

平成 19年 9月 1日現在

　今月の「人の間に」で特集した久田

佐助船長のことを詳しく調べるため

に能都町史第 5巻＝通史・人物誌編

を読んだ。そこには今まで知らなかっ

た久田船長と、石碑を建てるに至った

鵜川地区のみなさんの強い想いが込

められていた。

　昨年までの 104 回の式典のうち、

自分も小中学校時代と取材を通じて

７～ 8回は同席している。それでも

町史を読むまで「なぜ神社の境内に

民間人の石碑が建っているのか」「い

つ立てられたのか」「誰の題字なのか」

など知らないことばかりだった。

　一つの式典を 100 年以上続けると

いうことの大変さ、続けてきたこと

の偉大さを今さらながら感じている。

碑前祭はまさに「偉大なるマンネリ」

だと思った。かくいう自分も鵜川小学

校・中学校の校歌は満足に歌えない

が、唱歌「久田船長」はすべて歌うこ

とができる。今年の碑前祭では今まで

とは違う気持ちで石碑の前に立つこ

とことだろう。

　久田船長は生き続けている。唱歌を

歌う人々の心の中に･･･

　先日全国の広報担当者と交流でき

る行事に参加することができた。日ご

ろ県内外の市町村と広報交換を行い

紙面はよく拝見しているものの、実際

に編集している人たちに出会いさま

ざまな苦労話や参考にすべき意見を

直接聞くことができて本当に貴重な

体験となった。

　広報紙を作るうえで一番大切なこ

とは住民の目線に立つこと。それぞれ

の地域に根ざし、それぞれの地域でし

かできない広報紙を作ることが大切

なんだと改めて実感した。

人口（人） 22,475 － 25
男 10,568 － 15
女 11,907 － 10

世帯数（戸） 8,135 － 1

外国人登録者（人） 275
男 157
女 118

先月比

ー能登町百景取材にて①ー
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※日曜リクエストは、「きらきらチャンネル」で放送した番組の中から再放送しています。番組のリクエストは広報情報推進課☎ 76-8301 まで。
　放送時間は、毎週日曜日の① 8:00 ② 10:00 ③ 12:00 ④ 16:00 ⑤ 18:30 ⑥ 20:00 ⑦ 21:30 の 7回です。

■野村の自由学校
　「内臓脂肪は命の危険信号」

★深めた友情・見つけた未来～能登町中学生海外研修より～　11 月 3 日㈯まで

2007.10  № 3235

★ござれ祭り２００７②　13 日㈯まで
　８月 18 日に行われたござれ祭りを２回に分けて放送します。第２回目は、よさこい演舞・カラオケ大会決勝・
　花火大会などをお送りします。

★議会放送④・⑤　4 日㈭まで
　能登町議会９月定例会の模様を 5回に分けて放送します。

★能登町祭り歳時記～２００７秋～　20 日㈯まで
　８月・９月に行われた鵜川にわか祭、小木袖キリコ祭り、白丸曳山祭りの模様をお送りします。

■野村の自由学校「わが人生・わが落語」　27 日㈯まで
　落語家で落語芸術協会会長の桂歌丸さんに、生まれ育った横浜の町やプライベート、今後の落語会について
　伺います。

〈日時〉

10 月 7日㈰ 10:00 ～
〈場所〉県漁協小木支所
〈内容〉イカのつかみ取り、イカ
ダレース、イカ料理コンテスト、
模擬店、カラオケ大会など

問商工観光課☎ 72-2505

〈日時〉

10 月 14 日㈰ 9:00 ～
〈場所〉柳田植物公園
〈内容〉全国の有名な凧や巨大な
6畳凧、地元制作の力作などが勢
ぞろい。凧の販売もあり、その場
で揚げることもできます。
　キノコの即売もあります。

ご自宅で申請書に記入できます！
　能登町ホームページから住民基本台帳・戸籍関係等
交付申請書、印鑑登録証明書交付申請書がプリントア
ウトできるようになりました。ぜひご利用ください 。
問町民課☎ 72-2501
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